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カ
ナ
ダ
に
お
け
る
移
民
法
の
憲
法
的
統
制
を
め
ぐ
る
近
時
の
動
向

─
「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
B​
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0
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ア
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ロ
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ッ
パ
判
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二　

カ
ナ
ダ
移
民
法
概
説
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カ
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の
移
民
法
制
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概
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㈡　

カ
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に
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民
認
定
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移
民
法
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人
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密
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」
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概
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下
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審
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決
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ア
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ロ
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判
決
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概
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審
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㈡　
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高
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判
決

五　

検
討
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ア
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ロ
ナ
ッ
パ
判
決
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す
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問
題
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国
内
法
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移
民
法
）
の
国
際
法
適
合
的
解
釈
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憲
法
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憲
章
七
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に
よ
る
移
民
法
の
実
体
的
統
制

六　

お
わ
り
に
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
に
下
さ
れ
た
B​

0​

1​

0
判
決
（B010 v. Canada

（
（
（

）
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
（R v. A

ppulonapp

（
（
（

）
を
中
心

に
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
移
民
法
の
憲
法
的
統
制
を
め
ぐ
る
近
時
の
動
向
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
は
、
ど
ち
ら
も
い
わ
ゆ
る
「
人
の
密
輸
（hum

an sm
uggling

）」

─
適
法
に
入
国
す
る
た
め

の
書
類
な
い
し
地
位
を
持
た
な
い
移
民
難
民
希
望
者
を
密
入
国
斡
旋
業
者
（hum

an sm
uggler

）
等
が
手
助
け
し
、
密
入
国
さ
せ
る
こ
と

─
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
包
括
的
な
移
民
法
で
あ
る
「
移
民
難
民
保
護
法
（Im

m
igration and Refugee Protection A

ct；

以
下
、
I​

R​

P​

A
）（

（
（

」
は
、「
人
の
密
輸
」
に
関
し
て
、
一
一
七
条
で
刑
事
罰
を
規
定
し
、
三
七
条
㈠
⒝
で
「
人
の
密
輸
」
に
関
与
し
た
こ
と

を
理
由
に
カ
ナ
ダ
へ
の
「
入
国
拒
否
事
由
（inadm

issible

）」
と
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
B​

0​

1​

0
判
決
は
後
者
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決

は
前
者
の
規
定
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
主
張
が
な
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　

近
年
の
「
人
の
密
輸
」
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
の
高
ま
り
か
ら
す
る
と
、
こ
の
両
判
決
は
移
民
法
上
の
事
例
と
し
て
の
み
で
も
重
要

な
も
の
で
あ
る
が（

（
（

、
両
判
決
は
、
①
国
内
法
の
国
際
法
適
合
的
解
釈
と
憲
章
（
カ
ナ
ダ
の
憲
法
の
一
部
）
の
関
係
、
②
憲
章
七
条（

（
（

に
よ
る
移

民
法
の
「
実
体
的
」
統
制
、
と
い
う
二
つ
の
重
要
な
憲
法
上
の
論
点
を
も
含
有
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
二
つ
の
判
決
に
関
わ
る
カ
ナ
ダ
移
民
法
の
概
要
に
つ
い
て
最
低
限
概
観
し
た
上
で
（
第
二
章
）、
上
述
し
た

両
判
決
の
重
要
性
に
鑑
み
B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
を
紙
幅
の
許
す
限
り
詳
細
に
紹
介
し
（
第
三
章
・
第
四
章
）、
上
記
二
つ

の
点
か
ら
両
判
決
の
評
価
な
い
し
憲
法
上
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
五
章
）。
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二　

カ
ナ
ダ
移
民
法
概
説（

（
（

a　

カ
ナ
ダ
の
移
民
法
制
の
概
要

　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
移
民
法
制
に
つ
い
て
、
B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
の
事
案
に
関
係
す
る
限
り
で
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と

し
た
い
。
現
在
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
上
述
の
通
り
、「
移
民
難
民
保
護
法
（
I​

R​

P​

A
）」
が
出
入
国
管
理
全
般
を
規
律
し
て
お
り
、
移
民
法

領
域
の
主
要
な
制
定
法
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
I​

R​

P​

A
を
実
施
す
る
主
な
機
関
が
、
市
民
権
移
民
省
（Citizenship and Im

m
igration Canada

：
以
下（

（
（

、
C​

I​

C
）
で
あ
り
、
市
民

権
移
民
大
臣
（M

inister of Citizenship and Im
m
igration

）
に
多
く
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
I​

R​

P​

A
に
関
す
る
権
限
は
、

部
分
的
に
公
共
安
全
大
臣
（M

inister of Public Safety and Em
ergency Preparedness

）
及
び
雇
用
・
社
会
開
発
大
臣
（M

inister of 

Em
ploym

ent and Social D
evelopm

ent

）
に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
（IRPA

, s. 4� （2�

）, 4�

（2. 1�

））。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
は
カ
ナ
ダ
国
境
管
理

庁
（Canada Border Services A

gency

：
以
下
、
C​

B​
S​
A
）（

（
（

が
誕
生
し
、
公
共
安
全
大
臣
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

で
は
I​

R​

P​

A
の
実
施
機
関
は
C​

I​

C
と
C​

B​

S​

A
で
あ
り
、
C​

B​

S​

A
は
中
で
も
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
人
や
物
の
安
全
性
の

調
査
や
諜
報
活
動
等
、
国
境
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
つ
こ
と
を
主
要
な
任
務
と
し
て
い
る
。

　

I​

R​

P​

A
は
全
五
部
（
と
導
入
部
分
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
導
入
部
分
で
は
、
当
法
律
の
略
称
や
当
法
律
で
使
用
す
る
語
句
の
定

義
、
当
法
律
の
目
的
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
と
第
二
部
は
そ
れ
ぞ
れ
「
カ
ナ
ダ
へ
の
移
民
」
と
「
難
民
保
護
」
と
題
さ
れ
て
お

り
、
関
連
す
る
行
政
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
I​

R​

P​

A
の
規
定
の
大
部
分
は
こ
の
部
分
に
該
当
す
る
た
め
、
第
一
部
は
さ
ら
に
一

〇
の
、
第
二
部
は
三
つ
の
編
（D

ivision

）
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
第
三
部
は
、「
取
締
り
（Enforcem

ent

）」
で
あ
り
、
移
民
に
関
連
す
る
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犯
罪
を
定
義
し
、
罰
則
を
課
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
両
判
決
に
関
連
す
る
「
人
の
密
輸
」
や
人
身
売
買
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
偽
造
、

虚
偽
の
申
告
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
第
四
部
は
、
移
民
と
難
民
の
地
位
に
関
す
る
独
立
裁
決
機
関
（independent tribunal

）
で
あ

る
移
民
・
難
民
審
査
委
員
会
（Im

m
igration and Refugee Board of Canada；

以
下
、
I​

R​

B
）
を
設
置
し
、
そ
の
権
限
を
定
め
て
い
る
。

I​

R​
B
の
組
織
は
、
退
去
強
制
命
令
を
受
け
た
者
、
入
国
拒
否
事
由
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
た
者
か
ら
の
訴
え
を
受
け
て
可
能
な
聴
聞

（hearing

）
を
行
う
移
民
部
局
（Im

m
igration D

ivision

）、
後
援
制
度
、
居
住
に
関
す
る
義
務
、
退
去
強
制
命
令
を
含
む
移
民
に
関
係
す
る

問
題
に
つ
い
て
の
嘆
願
を
管
轄
す
る
移
民
嘆
願
部
局
（Im

m
igration A

ppeal D
ivision

）、
そ
し
て
、
難
民
と
し
て
カ
ナ
ダ
で
の
保
護
を
得

る
資
格
を
有
す
る
か
を
決
定
す
る
難
民
保
護
部
局
（Refugee Protection D

ivision

）、
難
民
保
護
部
に
よ
っ
て
難
民
と
し
て
の
保
護
を
否
定

さ
れ
た
者
が
上
訴
す
る
こ
と
の
で
き
る
難
民
上
訴
部
局
（Refugee A

ppeal D
ivision

）
か
ら
な
る
。
第
五
部
は
経
過
規
定
（transitional 

provisions

）
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

b　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
難
民
認
定

　
「
人
の
密
輸
」
は
様
々
な
事
情
（
一
刻
も
早
く
迫
害
か
ら
逃
避
す
る
た
め
等
）
か
ら
大
半
は
不
法
入
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
難
民

の
地
位
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
特
に
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
難
民
認
定
に
関
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
難
民
は
、
い
わ
ゆ
る
「
条
約
難
民（

（1
（

」
に
限
ら
れ
ず
、
I​

R​

P​

A
九
五
条
㈠
は
、
I​

R​

B
に
認
め
ら
れ
た
者
を
「
保
護

を
必
要
と
す
る
者
（Persons in need of Protection

）」
と
し
て
、
条
約
難
民
を
超
え
て
認
め
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
難
民
の
受
け
入
れ
方
法
と
し
て
は
、
第
三
国
定
住
ル
ー
ト（

（1
（

と
国
内
庇
護
ル
ー
ト
の
二
つ
が
あ
る
。
両
判
例
で

問
題
と
な
る
「
人
の
密
輸
」
に
関
わ
る
の
は
後
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
空
路
、
海
路
、
陸
路
等
何
ら
か
の
手
段
（
違
法
・
合
法
を
問
わ
な

い
）
で
カ
ナ
ダ
ま
で
た
ど
り
着
き
、
カ
ナ
ダ
国
内
か
ら
難
民
申
請
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

こ
の
方
法
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
、
①
国
境
（Port of Entry

）
か
ら
の
申
請
と
、
②
国
内
（Inland

）
か
ら
の
申
請
が
あ
る
。
①
の
場
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合
、
C​

B​

S​

A
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、
難
民
資
格
審
査
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
難
民
資
格
審
査
は
、
カ
ナ
ダ
で
以
前
に
犯
罪

を
行
っ
て
い
な
い
か
（IRPA

, s. 101 

（1�

） （b

） （c

））、
カ
ナ
ダ
も
し
く
は
他
の
国
で
既
に
難
民
の
地
位
を
得
て
い
な
い
か
（s. 101 

（a

））、
ア

メ
リ
カ
か
ら
直
接
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
て
い
な
い
か
（s. 101 

（e

））、
安
全
上
の
理
由
も
し
く
は
犯
罪
組
織
へ
の
関
与
の
た
め
「
入
国
拒
否
事

由
」
に
該
当
し
な
い
か
（s. 101 

（f

））、
に
関
す
る
審
査
で
あ
る
。
こ
の
審
査
に
パ
ス
す
る
と
、
難
民
申
請
資
格
が
認
め
ら
れ
、
基
礎
書
類

（Basis of Claim
）
を
一
五
日
以
内
に
記
入
し
提
出
す
る
。
そ
の
後
、「
安
全
指
定
国
」
出
身
者
で
な
く
、
か
つ
、「
不
法
入
国
指
定
」
を
受

け
て
い
な
け
れ
ば
（
こ
れ
ら
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
後
述
）、
そ
の
後
の
口
頭
審
理
に
備
え
た
り
難
民
性
を
証
明
す
る
証
拠
を
集
め
た
り
し
、

難
民
認
定
審
査
を
パ
ス
す
る
と
「
難
民
と
し
て
の
地
位
」
を
認
め
ら
れ
る
。
②
の
場
合
、
国
境
で
の
難
民
申
請
は
行
わ
れ
ず
、（
合
法
不
法

を
問
わ
ず
）
入
国
後
に
難
民
申
請
を
行
う
。
C​

I​

C
に
申
請
書
類
（IM

M
 0008, ScheduleA

, Schedule12

）
と
基
礎
書
類
を
提
出
し
、
難
民

資
格
審
査
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
審
査
に
パ
ス
し
た
後
の
手
続
き
は
、
①
の
申
請
方
法
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
申
請
受
け
入
れ
に
上
限
は

な
く
、
年
間
七
〇
〇
〇
〜
八
五
〇
〇
名
の
受
け
入
れ
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
難
民
申
請
者
の
就

労
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
保
障
給
付
も
行
わ
れ
て
い
る
。
難
民
認
定
に
異
議
が
あ
る
場
合
は
、
難
民
上
訴
部
局
に
異
議
申
し
立
て
が

可
能
（s. 110 

（1�

））
で
あ
り
、
さ
ら
に
当
機
関
の
判
断
に
も
不
服
の
場
合
、
連
邦
地
裁
に
司
法
判
断
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（s. 

72�

）。

　

こ
の
難
民
認
定
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
の
移
民
法
改
正
（「
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
（Protecting Canada ’s Im

m
igration A

ct

（
（1
（

）」）
に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
が
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
、
新
規
の
難
民
申
請
者
希
望
者
（
国
境
か
ら
の

申
請
者
）
は
、
カ
ナ
ダ
到
着
か
ら
一
五
日
以
内
に
難
民
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
申
請
後
、
六
〇
日
以

内
に
口
頭
審
理
が
行
わ
れ
、
二
四
〇
日
程
度
で
難
民
認
定
審
査
の
全
過
程
が
終
了
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
難
民
申
請
か
ら
審
査
ま
で

の
待
機
時
間
が
極
め
て
長
い
と
の
批
判
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

次
に
、
安
全
国
指
定
（D

esignated Country of O
rigin

：
通
称
D​

C​

O
）
と
い
う
仕
組
み
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
難
民
申
請
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者
を
「
安
全
指
定
国
」
出
身
者
と
そ
れ
以
外
に
区
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
指
定
は
市
民
権
移
民
大
臣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
指
定
基

準
と
し
て
は
、
①
過
去
三
年
間
で
、
連
続
し
て
三
〇
件
以
上
の
難
民
申
請
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
量
的
基
準
と
、
②
独
立
し
た
司
法

制
度
を
持
ち
、
民
主
的
権
利
と
自
由
そ
し
て
そ
の
救
済
措
置
が
存
在
し
、
い
く
ら
か
の
市
民
社
会
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る

質
的
基
準
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
安
全
指
定
国
」
出
身
の
難
民
申
請
者
の
国
外
退
去
ま
で
の
期
間
は
推
定
四
五
日
と
さ
れ
、
こ
の
期
間

中
、
就
労
は
許
可
さ
れ
ず
、
社
会
保
障
給
付
も
な
く
、
難
民
認
定
が
否
定
さ
れ
る
と
直
ち
に
国
外
退
去
処
分
と
な
り
、
異
議
申
し
立
て
の

期
間
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
安
全
な
は
ず
の
国
か
ら
の
難
民
申
請
を
拒
絶
し
、
難
民
申
請
の
数
を
減
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
不
法
入
国
者
指
定
（D

esignated Foreign N
ationals；

通
称
D​

F​

N​s
）
と
い
う
仕
組
み
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

公
共
安
全
大
臣
に
対
し
て
、
不
法
に
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
た
集
団
を
「
不
法
に
到
着
し
た
も
の
（irregular arrivals

）」
と
認
定
す
る
権
限
を

付
与
す
る
。
な
お
、
こ
の
認
定
は
、
不
法
に
入
国
し
た
集
団
が
「
人
の
密
輸
」
あ
る
い
は
犯
罪
組
織
な
い
し
テ
ロ
組
織
と
関
係
が
あ
る
と

疑
う
合
理
的
理
由
さ
え
あ
れ
ば
、
単
な
る
大
臣
の
命
令
で
認
定
可
能
で
あ
る
（s. 20. 1� 

（1�

） （b

））。
こ
の
認
定
を
受
け
る
と
、
一
六
歳
以

下
の
者
を
除
い
て
、
強
制
収
容
さ
れ
、
難
民
と
し
て
認
定
さ
れ
て
も
五
年
間
は
永
住
権
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
不
正

な
目
的
で
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
難
民
申
請
者
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と
の
表
明
で
も
あ
る
。

c　

カ
ナ
ダ
移
民
法
と
「
人
の
密
輸
」

　

本
章
の
最
後
に
、
両
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
I​

R​

P​

A
の
規
定
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。

　

こ
の
「
人
の
密
輸
」
は
二
〇
一
〇
年
頃
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
二
隻
の
集
団
密
航
船
が
到
着
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
カ
ナ
ダ
で
大
き
な

議
論
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
二
隻
の
集
団
密
航
船
の
乗
船
者
が
本
稿
で
検
討
す
る
両
判
決
の
当
事
者
と
な
る
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
二
〇
〇
九
年
に O

cean Lady 

号
で
七
六
人
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
、
二
〇
一
〇
年
に M

V
-Sun 
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Sea 

号
で
四
九
〇
名
の
タ
ミ
ル
系
ス
リ
ラ
ン
カ
人
が
同
じ
く
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
た
。
と
り
わ
け
、M

V
-Sun Sea 

号
は
、
そ
の
乗

員
の
多
く
が
密
入
国
斡
旋
業
者
に
多
額
の
金
銭
を
支
払
っ
て
乗
船
し
て
き
て
い
る
う
え
に
、
乗
船
者
ら
が
ス
リ
ラ
ン
カ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
組

織
で
あ
る
「
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
ト
ラ
（the Liberation T

igers of T
am

il Eelam

）」
と
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
疑
い
も
向
け
ら
れ
、

大
き
な
関
心
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
船
で
上
陸
し
た
人
々
は
合
法
に
カ
ナ
ダ
に
入
国
で
き
る
書
類
を
何
も
有
し
て
い
な

か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
人
の
密
輸
」
に
関
し
て
I​

R​

P​

A
一
一
七
条
㈠
は
、「
ビ
ザ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
あ
る
い
は
こ
の
法
律
（
I​

R​

P​

A
）
に
よ

っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
書
類
を
持
た
な
い
一
人
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
人
の
カ
ナ
ダ
へ
の
入
国
を
、
故
意
に
、
組
織
し
、
勧
誘
し
、
援
助

し
、
教
唆
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
罰
則
は
、
①
一
〇
人
以
下
の
密
輸
で
初
犯
の
場
合
、
五
〇
万
ド
ル
以

下
の
罰
金
も
し
く
は
一
〇
年
以
下
の
懲
役
な
い
し
そ
の
両
方
、
②
一
〇
人
以
下
の
密
輸
で
再
犯
の
場
合
、
一
〇
〇
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
も

し
く
は
一
四
年
以
下
の
懲
役
な
い
し
そ
の
両
方
、
③
一
〇
人
以
上
の
密
輸
の
場
合
、
一
〇
〇
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
も
し
く
は
終
身
刑
な
い

し
そ
の
両
方
、
と
な
っ
て
い
る
が
（IRPA

, s. 117 
（2�

）─（3�

））、
起
訴
の
た
め
に
は
訟
務
長
官
（A

ttorney General

）
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ

た
（IRPA

, s. 117 （4�

））。

　

さ
ら
に
「
人
の
密
輸
」
に
関
わ
る
こ
と
の
付
随
的
効
果
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
組
織
犯
罪
性
」
と
題
さ
れ
た
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝

に
お
い
て
、「
国
際
的
犯
罪
の
文
脈
に
お
い
て
、
人
の
密
輸
、
人
身
売
買
、
資
金
洗
浄
を
行
っ
た
永
住
者
あ
る
い
は
外
国
人
は
、
組
織
犯

罪
性
を
理
由
に
入
国
拒
否
事
由
（inadm

issible

）」
に
該
当
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
七
条
㈠
⒝
に
基
づ
き
「
入
国
拒
否
事
由
」

に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
と
、
当
事
者
の
難
民
性
等
に
関
わ
り
な
く
退
去
強
制
に
直
結
す
る（

（1
（

。
な
お
、
I​

R​

P​

A
は
、
第
一
部
の
第
四

編
で
「
入
国
拒
否
事
由
」
を
包
括
的
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
上
述
の
組
織
犯
罪
に
関

わ
っ
た
者
の
他
、
国
家
安
全
保
障
に
関
わ
る
者
や
、
カ
ナ
ダ
の
外
で
犯
罪
を
行
っ
た
者
、
感
染
症
の
疑
い
の
あ
る
者
等
で
あ
る
。

　

ま
た
、
上
記
二
隻
の
集
団
密
航
船
の
到
着
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
I​

R​

P​

A
の
規
定
を
一
層
厳
格
化
す
る
修
正
（
上
述
の
移
民
シ
ス
テ
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ム
防
衛
法
）
が
行
わ
れ
た
（
I​

R​

P​

A
一
一
七
条
も
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
判
決
の
判
旨
と
は
直
接
関
係
し
な
い
の
で
後
述
）。

三　

B​

0​

1​

0
判
決

a　

事
実
概
要
と
下
級
審
の
判
断

　

B​

0​

1​

0
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
上
述
し
た M

V
-Sun Sea 

号
の
乗
船
者
で
あ
る
。
上
訴
人
の
う
ち
、
B​

3​

0​

6
、
J
．
P
．

と
G
．
J
．（
夫
婦
）、 

B​
0​
1​
0
は
タ
イ
で M

V
-Sun Sea 

号
に
乗
船
し
た
約
五
〇
〇
人
の
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
来
た
人
々
に
含
ま
れ
て
お

り
、
カ
ナ
ダ
へ
の
密
入
国
（
と
カ
ナ
ダ
で
の
難
民
申
請
）
希
望
者（

（1
（

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
密
入
国
斡
旋
業
者
に
二
〜
三
万
ド
ル
を
支
払
っ
た

が
、
タ
イ
を
出
発
後
す
ぐ
に
業
者
が
雇
っ
た
船
員
が
逃
亡
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
密
航
の
た
め
に M

V
-Sun Sea 

号
の
運
航
に
関
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
B​

0​

1​

0
は
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
で
の
各
種
計
器
の
観
測
を
お
こ
な
い
、
J
．
P
．
と
G
．
J
．
は
G​

P​

S
及
び
レ
ー
ダ
ー

を
操
作
し
航
海
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
支
援
し
た
。
ま
た
B​

3​

0​

6
は
コ
ッ
ク
を
引
き
受
け
、
一
日
三
食
を
船
員
に
提
供
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
た
め
、
密
航
船
の
航
海
に
携
わ
っ
た
と
し
て
、
I​

R​

B
に
よ
っ
て
彼
ら
に
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
が
適

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
上
訴
人
ら
は
、
自
ら
の
行
っ
た
行
為
は
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
の
規
定
す
る
「
人
の
密
輸
」
に
当
た
ら
ず
、
も
し
、

当
該
行
為
も
同
条
が
対
象
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
条
は
憲
章
七
条
に
反
し
て
過
度
広
汎
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

な
お
、
カ
ナ
ダ
憲
章
七
条
は
「
何
人
も
、
生
命
、
自
由
、
お
よ
び
身
体
の
安
全
に
対
す
る
権
利
を
有
し
、
基
本
的
正
義
の
原
理
に
基
づ

か
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
権
利
を
奪
わ
れ
な
い
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、（
後
述
す
る
よ
う
に
）
手
続
的
統
制
と
実
体
的
統
制
の

両
面
を
含
む
規
定
で
あ
る（

（1
（

。

　

本
件
に
お
け
る
下
級
審
の
判
断
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
連
邦
地
裁
レ
ベ
ル
で
は
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。
B​

0​

1​

0
に
関
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し
て
は
、
自
身
の
行
為
は
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
の
対
象
と
す
る
人
の
密
輸
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
退
け
ら
れ
た
一
方
で（

（1
（

、
J
．
P
．

と
G
．
J
．

（
（1
（

及
び
B​

3​

0​

6
（
（2
（

に
つ
い
て
は
そ
の
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
連
邦
控
訴
審
で
は
、
B​

0​

1​

0
の
訴
え

が
引
き
続
き
退
け
ら
れ
た
う
え
に（

（2
（

、
J
．
P
．
と
G
．
J
．
及
び
B​

3​

0​

6
に
つ
い
て
も
I​

R​

B
に
よ
る
「
入
国
拒
否
事
由
」
に
該
当
す

る
と
い
う
認
定
を
復
活
さ
せ
る
判
断
が
な
さ
れ
た（

（2
（

。

b　

連
邦
最
高
裁
判
決

　

B​

0​

1​

0
判
決
で
は
全
員
一
致
の
判
断
が
な
さ
れ
、
マ
ク
ラ
ク
リ
ン
（Beverley M

cLachlin

）
首
席
裁
判
官
に
よ
っ
て
法
廷
意
見
が
執

筆
さ
れ
た
。

1　

論
点
の
整
理
と
判
断
基
準
（
判
旨
①；

paras. 18�

─24�

）

　

本
件
の
主
要
な
論
点
は
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
が
対
象
と
す
る
「
人
の
密
輸
」
に
あ
た
る
行
為
と
は
何
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
I​

R​

B

お
よ
び
大
臣
は
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
不
法
移
民
に
対
す
る
支
援
全
て
が
同
条
の
対
象
と
な
る
と
主
張
す
る
が
、
上
訴
人
ら
は
適

用
さ
れ
る
行
為
は
限
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
適
用
さ
れ
る
行
為
が
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
条
の
対
象
と
す
る
行
為
の
範
囲
は
正

確
に
は
何
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
り
、
三
七
条
㈠
⒝
が
密
入
国
に
対
す
る
支
援
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
条
が
憲
章

七
条
の
権
利
を
制
約
す
る
か
、
そ
し
て
憲
章
一
条
の
も
と
で
そ
の
制
約
が
正
当
化
で
き
る
か
、
が
問
題
と
な
る
。

　

両
者
の
主
張
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
三
七
条
㈠
⒝
の
解
釈
の
問
題
と
同
条
の
適
用
の
問
題
と
い
う
二
つ
の
問
題
が
論
理
的
に
観
念

し
得
る
が
、
本
件
の
解
決
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
前
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
条
の
解
釈
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、「
正
確
性
の
基
準

（standard of correctness

）」
と
「
合
理
性
の
基
準
（standard of reasonableness

（
（2
（

）」
が
あ
り
得
る
が
、
大
臣
ら
の
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝

の
解
釈
は
合
理
的
な
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
、
判
断
基
準
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。

　

こ
の
点
、
最
高
裁
が
判
断
基
準
の
設
定
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
下
級
審
で
の
混
乱
を
解
決
し
な
い
と
批
判
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
主
に
行
政



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集57号（平成29年度）

� 292

法
上
の
問
題
と
し
て
精
力
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
憲
法
上
の
問
題
を
主
と
し
て
取
り
扱
う
た
め
、
こ
の
問
題
に
は
深
入

り
し
な
い
。

　

と
も
あ
れ
本
判
決
で
は
、
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
を
如
何
に
解
釈
す
べ
き
か
が
ま
ず
問
わ
れ
、
次
に
こ
の
解
釈
と
憲
章
七
条
と
の
関
係

を
検
討
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
法
廷
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
。

2　

I​
R​
P​
A
三
七
条
㈠
⒝
の
解
釈

　

法
廷
意
見
は
、
I​
R​
P​

A
三
七
条
㈠
⒝
の
解
釈
を
検
討
す
る
際
に
、
①
一
般
的
な
い
し
文
理
的
意
味
、
②
同
条
と
カ
ナ
ダ
国
内
の
他
の

制
定
法
と
の
関
係
、
③
同
条
の
制
定
の
背
景
に
あ
る
国
際
法
の
影
響
、
④
同
条
の
制
定
に
関
す
る
議
会
の
意
図
、
を
そ
れ
ぞ
れ
考
慮
す
る
。

⑴　

一
般
的
な
い
し
文
理
的
意
味
（gram

m
atical sense

）（
判
旨
②；

paras. 30�

─35�

）

　

ま
ず
、「
人
の
密
輸
」
の
一
般
的
な
い
し
文
理
的
意
味
に
つ
い
て
、
上
訴
人
ら
は
そ
の
言
葉
に
は
密
輸
を
行
う
金
銭
的
な
い
し
他
の
物

質
的
利
益
が
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
に
は
同
意
で
き
な
い
。
三
七
条
㈠
⒝
の
文
言
は
、「
金
銭
的
動
機
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い

な
い
の
で
、「
人
の
密
輸
」
と
い
う
言
葉
そ
れ
単
体
か
ら
は
金
銭
的
利
益
と
い
う
意
味
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

「
組
織
犯
罪
（organized crim

e

）」
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
的
に
金
銭
的
動
機
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
同
条
の
規
定
す

る
「
組
織
犯
罪
性
（organized crim

inality

）」
は
論
争
的
で
あ
り
、
よ
り
広
く
、
非
金
銭
的
動
機
、
た
と
え
ば
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
性
的
搾
取

（sexual exploitation

）
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
条
の
「
国
際
的
犯
罪
の
文
脈
に
お
い
て
（in the context of transnational crim

e

）」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、「
組
織
犯
罪

性
」
よ
り
も
い
っ
そ
う
論
争
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
般
的
な
い
し
文
理
的
意
味
に
お
い
て
、『
国
際
的
犯
罪
の
文
脈
に
お

い
て
』
と
い
う
言
葉
は
、
三
七
条
㈠
⒝
の
「
組
織
犯
罪
性
」
と
合
わ
せ
て
読
む
と
き
、
三
七
条
㈠
⒝
の
「
国
際
的
犯
罪
」
は
明
確
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、「
組
織
的
国
際
犯
罪
（organized transnational crim

e

）」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。「
組
織
犯
罪
性
」
を
理
由
と
し
て
人
々
を

入
国
拒
否
事
由
に
該
当
す
る
と
み
な
す
限
り
、「
国
際
犯
罪
」
と
い
う
言
葉
に
、「
非
組
織
的
個
人
の
犯
罪
性
（non-organized individual 
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crim
inality

）」
を
読
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
な
い
し
文
理
的
意
味
に
お
い
て
、
三
七
条
㈠
⒝
の
文
言
は
、
カ

ナ
ダ
へ
の
密
入
国
を
望
む
者
を
手
助
け
す
る
行
為
が
国
際
的
組
織
犯
罪
行
為
（transnational organized crim

inal activity

）
と
関
連
し
て

い
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑵　

カ
ナ
ダ
国
内
の
制
定
法
と
の
関
係
（
判
旨
③；

paras. 36�

─46�

）

　

た
だ
し
、
一
般
的
な
い
し
文
理
的
意
味
の
参
照
は
、
三
七
条
㈠
⒝
の
制
定
法
解
釈
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
次
に
検
討
す
る
の
は
、
カ

ナ
ダ
国
内
の
他
の
制
定
法
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

当
条
文
の
カ
ナ
ダ
国
内
の
制
定
法
と
の
関
係
を
検
討
す
る
際
の
最
初
の
考
慮
要
素
は
、
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
と
三
七
条
㈠
の
残
り
の

部
分
と
の
関
係
で
あ
る
。
三
七
条
㈠
は
組
織
犯
罪
性
を
入
国
拒
否
事
由
と
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
導
入
で
あ
る
。
三
七
条
㈠
の
⒜
と
⒝
は
組

織
犯
罪
性
の
具
体
例
で
あ
り
、
⒜
が
犯
罪
組
織
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
拒
否
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
⒝
は
そ
の
実
行
を

理
由
と
す
る
拒
否
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
国
際
犯
罪
の
文
脈
で
」
人
の
密
輸
、
人
身
売
買
、
資
金
洗
浄
等
を
行
う
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。
全
体
と
し
て
三
七
条
㈠
を
読
む
と
、
三
七
条
㈠
⒝
は
三
七
条
㈠
⒜
と
同
じ
く
、
組
織
犯
罪
行
為
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

第
二
の
考
慮
要
素
は
、
三
七
条
㈠
⒝
に
よ
る
入
国
拒
否
事
由
と
そ
の
他
の
入
国
拒
否
事
由
の
関
係
で
あ
る
。
政
府
側
は
、「
人
の
密

輸
」
の
解
釈
と
し
て
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利
益
を
必
要
条
件
と
し
て
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
テ
ロ
や
性
的
搾
取
と
い
っ
た
他
の

凶
悪
な
目
的
で
な
さ
れ
る
人
の
密
輸
を
取
り
逃
す
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
I​

R​

P​

A
の
他
の
拒
否
理
由

─
国
家
安
全

（s. 34�

）、
人
権
な
い
し
国
際
人
権
の
侵
害
（s. 35�

）、
性
犯
罪
（s. 36� （1�
））
等

─
を
見
逃
し
て
い
る
の
で
同
意
で
き
な
い
。

　

第
三
の
考
慮
要
素
は
、
三
七
条
㈠
⒝
と
関
連
す
る
罰
則
規
定
で
あ
る
一
一
七
条
と
の
関
係
で
あ
る
。
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
で
説
明
し
た

よ
う
に
（
後
述
）、
一
一
七
条
の
文
言
は
、
適
切
な
書
類
を
持
た
な
い
人
の
カ
ナ
ダ
へ
の
入
国
を
援
助
し
た
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
す
る
の

に
十
分
広
範
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
、
政
府
側
は
、
三
七
条
㈠
⒝
の
狭
い
文
言
は
、
一
一
七
条
の
広
範
な
文
言
を
鏡
的

に
読
み
込
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
に
も
同
意
で
き
な
い
。
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
一
一
七
条
㈠
の
文
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言
は
過
度
広
汎
で
あ
り
当
該
部
分
〔
過
度
に
広
範
と
な
る
部
分
〕
に
限
り
違
憲
と
判
断
し
て
い
る
。
過
度
広
汎
ゆ
え
に
違
憲
と
判
断
さ
れ

た
条
文
を
使
っ
て
、
拡
大
解
釈
を
施
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
四
の
考
慮
要
素
は
、「
犯
罪
組
織
（crim

inal organization

）」
を
定
義
す
る
刑
法
四
六
七
・
一
条
㈠
で
あ
る
。
こ
の
条
文
に
よ
る
犯
罪

組
織
の
定
義
は
明
示
的
に
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利
益
を
要
求
す
る
。「
組
織
犯
罪
性
」
と
「
犯
罪
組
織
」
は
同
一
の
フ
レ
ー
ズ
で

は
な
い
が
、
論
理
的
な
い
し
言
語
的
関
連
性
が
あ
り
、
対
抗
す
る
考
慮
要
素
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
貫
し
た
解
釈
が
与
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
I​
R​
P​

A
の
三
七
条
㈠
⒝
と
刑
法
四
六
七
・
一
条
㈠
の
制
定
は
、
国
際
組
織
犯
罪
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
パ

レ
ル
モ
条
約（

（2
（

の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
経
緯
は
、
両
条
文
に
一
貫
し
た
解
釈
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
な
お
、
当
該
条
約
に
関
連
す
る
の
が
、「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
議
定
書（

（2
（

と
人
身
売
買
に
関
す
る
議
定
書（

（2
（

で
あ
る

（
カ
ナ
ダ
の
署
名
は
全
て
二
〇
〇
〇
年
）。
両
条
文
は
と
も
に
二
〇
〇
一
年
に
創
設
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
該
条
約
の
影
響
下
で
制
定
さ
れ
た
こ

と
は
議
会
審
議
の
中
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
I​

R​

P​

A
の
「
組
織
犯
罪
性
」
の
概
念
と
刑
法
の
「
犯
罪
組
織
」
の
概
念
の
類

似
性
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
三
七
条
㈠
⒝
は
刑
法
四
六
七
・
一
条
㈠
と
調
和
的
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶　

背
景
と
し
て
の
国
際
法
（
判
旨
④；

paras. 47�
─66�

）

　
「
国
際
法
に
従
わ
な
い
形
で
カ
ナ
ダ
の
諸
法
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
に
よ
る
外
交
問
題
に
関
す
る
行
政
府
の
行
為
に
対
す
る
介

入
や
国
際
法
に
基
づ
く
非
難
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
あ
る
」。
カ
ナ
ダ
法
の
制
定
の
背
景
に
国
際
法
が
あ
る
場
合
、
当
裁
判
所
は
繰
り
返
し
、

当
該
法
律
は
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
と
一
致
す
る
と
い
う
解
釈
的
推
定
を
是
認
し
、
適
用
す
る
と
述
べ
て
き
た
。
I​

R​

P​

A
三
七
条

㈠
⒝
の
解
釈
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
パ
レ
ル
モ
条
約
と
関
連
す
る
二
つ
の
議
定
書
、
そ
し
て
難
民
条
約
で
あ
る
。

　

人
身
売
買
に
関
す
る
議
定
書
は
、
人
身
売
買
さ
れ
る
人
に
対
す
る
脅
迫
、
暴
力
の
利
用
、
拉
致
、
策
略
、
詐
術
、
そ
の
他
の
形
態
の
強

制
を
含
む
も
の
と
し
て
、
人
身
売
買
を
定
義
す
る
。
他
方
、「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
議
定
書
は
、
密
輸
斡
旋
業
者
と
密
輸
さ
れ
る
人

（sm
uggled m

igrants

）
の
間
で
、
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利
益
の
報
酬
に
よ
っ
て
、
前
者
が
後
者
を
あ
る
国
家
に
不
法
に
入
国
さ
せ
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る
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
議
定
書
が
対
象
と
す
る
も
の
の
区
別
は
、
強
制
な
い
し
同
意
の
概
念
で

あ
り
、
こ
の
区
別
は
時
に
曖
昧
で
あ
る
け
れ
ど
、
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
議
定
書
の
六
条
㈠
⒜
は
、
人
の
密
輸
を
犯
罪
と
す
る
立
法
措
置
を
参
加
国
に
要
求
し
て
お
り
、「
人
の
密
輸
」

と
は
、
同
三
条
⒜
で
、「
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利
益
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
得
る
た
め
、
締
約
国
の
国
民
又
は
永
住
者
で
な
い
者

を
当
該
締
約
国
に
不
法
に
入
国
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
三
七
条
㈠
⒝
は
、「
人
の
密
輸
」
に
関
連
す
る
犯
罪
行
為
と
戦
う
と
い
う
カ
ナ
ダ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
背
景
と
し
て

解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
難
民
条
約
三
一
条
㈠
は
、「
締
約
国
は
、
そ
の
生
命
又
は
自
由
が
第
一
条
の
意
味
に
お
い
て
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
領
域
か
ら
直

接
き
た
難
民
で
あ
っ
て
許
可
な
く
当
該
締
約
国
に
入
国
し
又
は
許
可
な
く
当
該
締
約
国
の
領
域
内
に
い
る
者
に
対
し
、
不
法
に
入
国
し
又

は
不
法
に
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
難
民
が
遅
滞
な
く
当
局
に
出
頭
し
、
か
つ
、
不
法
に

入
国
し
又
は
不
法
に
い
る
こ
と
の
相
当
な
理
由
を
示
す
こ
と
を
条
件
と
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
の
条
項
の
意
味
は
、
入
国
の
方
法
に
よ
っ

て
の
み
難
民
の
地
位
を
求
め
る
プ
ロ
セ
ス
か
ら
拒
否
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
、
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

⑷　

議
会
の
意
図
と
調
和
的
な
解
釈
（
判
旨
⑤；

paras. 67�

─71�

）

　

以
上
の
各
解
釈
は
、
I​

R​

P​

A
制
定
当
時
の
議
会
審
議
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。

3　

憲
章
七
条
に
基
づ
く
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
の
合
憲
性
（
判
旨
⑥；

paras. 74�

─75�

）

　

以
上
の
検
討
か
ら
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
は
、「
国
際
的
組
織
犯
罪
の
文
脈
で
直
接
な
い
し
間
接
に
、
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利

益
を
得
る
た
め
に
不
法
な
入
国
を
斡
旋
す
る
こ
と
」
を
対
象
と
す
る
と
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ

れ
れ
ば
、
上
訴
人
ら
の
行
っ
た
行
為
で
あ
る
密
航
者
同
士
の
相
互
援
助
や
人
道
的
理
由
に
基
づ
い
た
行
為
は
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
の
対

象
と
な
ら
な
い
の
で
、
同
条
が
憲
章
七
条
に
基
づ
き
過
度
広
汎
で
あ
る
か
を
審
査
す
る
必
要
は
な
い
。
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た
だ
し
こ
の
結
論
は
、
三
七
条
㈠
に
関
連
す
る
人
物
を
カ
ナ
ダ
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
決
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
憲
章

七
条
が
機
能
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

4　

結
論
（
判
旨
⑥；

paras. 76�

─77�

）

　

上
訴
人
ら
に
は
、
当
裁
判
所
が
下
し
た
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
の
解
釈
に
基
づ
き
I​

R​

B
で
新
た
な
難
民
認
定
審
査
が
与
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
（
I​
R​
B
へ
の
差
戻
し（

（2
（

）。

四　

ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決

a　

事
実
概
要
と
下
級
審
の
判
断

　

ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
に
関
係
す
る
の
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
七
日
に
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
西
海
岸
に
到
着
し

た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
タ
ミ
ル
人
七
六
名
を
乗
せ
たO

cean Lady

号
で
あ
る
。
そ
の
乗
組
員
全
員
が
カ
ナ
ダ
で
難
民
の
地
位
を
求
め
た
が
、

法
的
書
類
を
持
つ
者
は
誰
も
お
ら
ず
、
全
員
不
法
入
国
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
多
く
の
乗
員
が
、
三
万
ド
ル
か
ら
四
万
ド
ル
を
、
船
長
と

主
任
乗
務
員
ら
（
密
航
斡
旋
業
者
）
に
支
払
っ
て
い
た
の
で
、
船
長
と
主
任
乗
務
員
ら
（
以
下
、
上
訴
人
と
す
る
）
は
I​

R​

P​

A
の
一
一
七
条

の
規
定
す
る
「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
罪
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
上
訴
人
は
、
I​

R​

P​

A
一
一
七
条
の
規
定
は
過
度
広
汎
で
あ
る
の
で

憲
章
七
条
に
違
反
す
る
と
主
張
し
、
そ
の
合
憲
性
を
争
っ
た
。

　

第
一
審（

（3
（

は
、
当
該
規
定
は
組
織
的
な
密
入
国
斡
旋
だ
け
で
な
く
、
家
族
に
よ
る
支
援
や
人
道
的
理
由
に
よ
る
援
助
も
罰
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、「
過
度
広
汎
」
で
あ
り
、
違
憲
無
効
と
判
断
し
た
。
検
察
側
は
、
一
一
七
条
㈣
に
お
い
て
、
起
訴
の
た
め
に
は
訟
務
長
官
の
同

意
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
は
こ
の
段
階
で
排
除
さ
れ
る
と
主
張
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
マ
ン
裁
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判
官
は
、
I​

R​

P​

A
一
一
七
条
は
（
理
論
上
）
そ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
を
起
訴
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
の
で
、
過
度
広
汎
で
あ

る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
審（

（3
（

は
一
審
の
判
断
を
覆
し
て
、
I​

R​

P​

A
一
一
七
条
は
合
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
控
訴
審
に
お
い
て
検
察
側

は
、
I​
R​
P​
A
一
一
七
条
の
立
法
目
的
は
、
家
族
や
人
道
的
理
由
に
よ
る
援
助
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
密
入
国
斡
旋
を
防
ぐ
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
①
カ
ナ
ダ
国
内
に
入
国
す
る
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
②
カ
ナ
ダ
人
の
健
康
、
安
全
、
治
安
を
保
護
す
る
こ
と
、
③
カ
ナ
ダ
の
合
法

的
移
民
や
難
民
の
地
位
に
関
す
る
取
組
の
一
貫
性
と
有
用
性
を
保
護
す
る
こ
と
、
④
国
際
的
な
正
義
と
安
全
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の

他
国
と
の
共
同
を
促
進
す
る
と
い
う
カ
ナ
ダ
の
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
的
に
仕
え
る
と
主
張
し
て
い
た
。

b　

連
邦
最
高
裁
判
決

　

本
件
に
つ
い
て
も
、
全
員
一
致
の
判
断
が
な
さ
れ
、
マ
ク
ラ
ク
リ
ン
首
席
裁
判
官
に
よ
っ
て
法
廷
意
見
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
最
高
裁

は
、
控
訴
審
の
判
断
を
覆
し
て
、
I​

R​

P​
A
一
一
七
条
が
人
道
的
理
由
や
家
族
に
よ
る
支
援
を
も
対
象
と
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
違

憲
と
判
断
し
た
。

1　

判
決
の
前
提
問
題
と
構
成
（
判
旨
①；

paras. 26�
─28�

）

　

上
訴
人
ら
は
、
自
ら
の
ケ
ー
ス
に
一
一
七
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
違
憲
で
あ
る
と
は
主
張
せ
ず
（
明
確
な
組
織
的
人
の
密
輸
で
あ
る
た
め
、

こ
の
主
張
は
で
き
な
い
）、
他
の
「
合
理
的
に
予
見
可
能
な
状
況
（reasonable foreseeable situation

）」
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
違
憲
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
一
七
条
の
過
度
広
汎
性
（overbreadth

）
の
主
張
で
あ
る
。

　

法
律
が
憲
章
に
適
合
し
て
い
る
か
の
判
断
に
お
い
て
「
合
理
的
仮
定
（reasonable hypotheticals

）」
を
裁
判
所
が
考
慮
す
る
こ
と
は
確

立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
訴
人
ら
は
一
一
七
条
の
過
度
広
汎
性
を
争
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
「
当
該
法
律
が
行
き
過
ぎ
て
お
り
、
そ
の
立
法
目
的
と
関
係
し
な
い
何
ら
か
の
行
為
を
妨
げ
て
い
る
」
場
合
に
、
当
該
法
律
は
過
度
広
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汎
性
ゆ
え
に
憲
章
七
条
の
権
利
を
制
約
す
る
。
つ
ま
り
、
過
度
広
汎
性
を
審
査
す
る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
当
該
法
律
の
目
的
を
決
定
す

る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
当
該
法
律
が
そ
の
目
的
を
促
進
し
な
い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
個
人
の
生
命
、
自
由
も
し
く
は
安
全

を
奪
っ
て
い
る
か
、
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
①
I​

R​

P​

A
一
一
七
条
の
目
的
は
何
か
、
②
そ
の
目
的
に
関
係
し
な
い
何
ら
か
の
行
為
を
制
約
す
る
か
を
審
査
し
、
③
も
し

制
約
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
憲
章
七
条
の
権
利
の
制
約
と
な
り
、
憲
章
一
条
の
下
で
正
当
化
可
能
か
、
を
審
査
す
る
と
い
う
流
れ
で

法
廷
意
見
は
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

2　

I​

R​

P​

A
一
一
七
条
の
目
的
（
判
旨
③；

paras. 31�

─69�

）

　

検
察
側
が
一
一
七
条
の
目
的
は
適
切
な
書
類
を
持
た
な
い
あ
ら
ゆ
る
者
の
入
国
の
援
助
を
罰
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
一
方
で
、

上
訴
人
ら
は
一
一
七
条
は
組
織
的
な
い
し
国
際
的
犯
罪
と
し
て
の
「
人
の
密
輸
」
を
罰
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
主
張
し
、

一
一
七
条
は
人
道
的
観
点
か
ら
の
支
援
や
家
族
を
助
け
る
た
め
の
援
助
も
罰
し
て
し
ま
う
た
め
に
過
度
広
汎
で
あ
る
と
い
う
。

　

当
該
立
法
の
目
的
を
決
定
す
る
こ
と
が
裁
判
所
に
要
求
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
条
項
の
文
言
、
立
法
の
文
脈
、
他
の
関
連
す
る

要
素
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
具
体
的
に
は
、
①
一
一
七
条
の
文
言（

（3
（

、
②
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
、
③
I​

R​

P​

A
全
体
の
中
で

の
一
一
七
条
の
役
割（

（3
（

、
④
立
法
目
的
に
関
す
る
規
定
、
⑤
一
一
七
条
の
歴
史
的
発
展（

（3
（

、
⑥
I​

R​

P​

A
に
関
す
る
議
会
審
議
の
記
録（

（3
（

の
そ
れ

ぞ
れ
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
一
一
七
条
は
組
織
的
な
い
し
国
際
的
犯
罪
の
文
脈
に
お
い
て
、「
人
の
密
輸
」
を
犯
罪
化
す
る
目
的
で
あ

っ
て
、
家
族
の
支
援
や
人
道
的
見
地
あ
る
い
は
難
民
申
請
者
の
相
互
援
助
に
か
か
る
も
の
に
当
該
規
定
を
拡
大
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と

結
論
付
け
る
。

　

こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
重
要
と
思
わ
れ
る
、
②
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
と
、
④
立
法
目
的
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介

し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
②
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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裁
判
所
は
、
国
際
慣
習
法
な
い
し
国
際
条
約
法
の
価
値
と
原
理
を
反
映
し
た
方
法
で
法
律
を
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
I​

R​

P​

A​
一
一
七
条
に
関
連
す
る
国
際
法
は
難
民
条
約
、
パ
レ
ル
モ
条
約
と
そ
の
議
定
書
で
あ
る
。
ま
ず
、
難
民
条
約
三
一
条
⑴
は
、
B​

0​

1​

0
判

決
で
み
た
よ
う
に
、
難
民
の
地
位
を
求
め
て
不
法
に
入
国
し
た
真
の
難
民
に
対
す
る
免
除
を
定
め
て
お
り
、
人
道
的
考
慮
を
反
映
し
て
い

る
。
し
か
も
、「
そ
の
効
果
的
な
保
護
の
た
め
に
、
難
民
の
地
位
を
求
め
る
人
は
し
ば
し
ば
集
団
で
、
あ
る
い
は
協
力
し
て
不
法
に
入
国

し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
I​

R​

P​

A​

一
一
七
条
を
難
民
条
約
三
一
条
と
整
合
的
に
理
解
す
れ
ば
、「
政
府
は

不
法
入
国
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
集
団
的
航
海
の
安
全
の
た
め
に
相
互
に
協
力
し
た
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
難
民
に
刑
事
的
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
課
す
こ
と
は
出
来
な
い
」。

　

次
に
、（
パ
レ
ル
モ
条
約
の
）「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
議
定
書
は
、
人
の
密
輸
に
関
す
る
組
織
犯
罪
を
阻
止
す
る
こ
と
に
関
心
を
も
つ
一

方
で
、
密
輸
さ
れ
る
人
の
権
利
を
保
護
す
る
。
ま
た
、
当
議
定
書
三
条
⒜
は
、「
人
の
密
輸
」
と
い
う
罪
に
対
し
て
最
小
限
の
定
義
を
与

え
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、「
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利
益
を
得
る
た
め
に
」、
あ
る
国
家
の
国
民
で
も
永
住
者

で
も
な
い
人
の
当
該
国
家
へ
の
不
法
な
入
国
を
斡
旋
す
る
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
B​

0​

1​

0
判
決
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
議
定
書
は
家
族

の
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
援
助
や
人
道
的
理
由
に
よ
る
支
援
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
当
議
定
書
の
留
保
条
項
（saving clause

）

で
は
、
当
議
定
書
の
規
定
に
よ
っ
て
、
難
民
条
約
に
よ
る
国
家
の
義
務
及
び
責
任
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
さ
れ
る（

（3
（

。
よ
っ
て
、
検
察
側

が
主
張
す
る
一
一
七
条
の
広
範
な
解
釈
は
、
密
輸
さ
れ
る
人
の
権
利
を
保
護
す
る
「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
議
定
書
と
整
合
し
な
い
。
し

た
が
っ
て
、「
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
I​
R​
P​

A
一
一
七
条
の
目
的
は
組
織
犯
罪
の
文
脈
で
人
の
密
輸
と
断
固
と

し
て
戦
う
こ
と
」
で
あ
る
と
解
す
見
解
を
支
持
す
る
。

　

次
に
④
立
法
目
的
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

最
も
直
接
的
で
権
威
的
な
立
法
目
的
の
証
拠
は
、
法
律
そ
れ
自
体
の
目
的
規
定
で
あ
り
、
I​

R​

P​

A
の
立
法
目
的
は
、
安
全
に
関
す
る

関
心
と
人
道
的
目
的
の
両
方
で
あ
る
（IRPA

, s. 3� 

（2�

） （e

））。
こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
I​
R​

P​

A
（
に
お
け
る
難
民
認
定
プ
ロ
セ
ス
）
の
目
的
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は
、「
カ
ナ
ダ
の
難
民
保
護
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
た
公
正
で
効
果
的
な
手
続
き
の
確
立
と
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る

人
権
と
基
本
的
自
由
の
尊
重
を
是
認
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
確
か
に
I​

R​

P​

A
は
カ
ナ
ダ
人
の
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が

（s. 3� 
（1�
） （h

））、
検
察
の
主
張
は
、
安
全
に
対
す
る
関
心
に
偏
っ
て
い
る
。
I​

R​

P​

A
は
人
道
的
観
点
の
み
な
ら
ず
、
家
族
の
観
点
も
ま

た
促
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
（s. 3� 

（2�

） （f

））。
安
全
と
人
道
的
な
い
し
家
族
的
観
点
と
い
う
両
目
的
は
、
一
一
七
条
を
組
織
的
な
「
人
の

密
輸
」
に
刑
事
的
側
面
を
課
す
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
。

3　

一
一
七
条
は
そ
の
目
的
に
関
係
し
な
い
何
ら
か
の
行
為
を
妨
げ
る
か
？
（
判
旨
④；

paras. 72�

─77�

）

　

一
一
七
条
の
規
定
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、「
こ
れ
を
多
義
的
に
読
む
余
地
は
な
い
」。
つ
ま
り
、
家
族
の
支
援
や
人
道
的
見
地
あ
る
い
は

難
民
申
請
者
の
相
互
援
助
も
罰
し
て
し
ま
う
と
読
め
る
。
よ
っ
て
、
起
訴
の
た
め
に
法
務
長
官
の
同
意
を
必
要
と
す
る
一
一
七
条
⑷
に
よ

っ
て
、
広
汎
性
が
狭
め
ら
れ
る
か
が
残
さ
れ
た
問
題
だ
が
、
一
一
七
条
⑷
は
一
一
七
条
⑴
の
広
範
性
を
取
り
除
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

訟
務
長
官
の
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
は
、
結
局
、
起
訴
さ
れ
る
可
能
性
を
残
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
行
政
裁
量
統
制

に
関
す
る
司
法
判
断
に
は
見
落
と
し
の
危
険
性
も
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
一
七
条
は
憲
章
七
条
の
権
利
を
制
約
す
る
過
度
広
汎
な
規
定
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
上
訴
人
ら
は
過
度
広
汎

性
の
他
に
も
、
一
一
七
条
は
「
著
し
い
反
比
例
性
（gross disproportionality

）、
曖
昧
性
（vagueness

）、
平
等
」
と
い
っ
た
面
で
も
憲
章

七
条
（
と
一
五
条
）
に
反
す
る
と
主
張
す
る
が
、「
す
で
に
過
度
広
汎
性
が
立
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
の
検
討
は
不
必
要
で
あ
る
」。

4　

I​

R​

P​

A
一
一
七
条
は
憲
章
一
条
の
下
で
正
当
化
で
き
る
か
（
判
旨
⑤；

paras. 79�

─82�

）

　

憲
章
一
条
の
下
で
の
正
当
化
は
、
オ
ー
ク
ス
・
テ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
形
で
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
①
法
律
の
一
般
的
目
的
の

重
要
性
、
②
目
的
と
手
段
の
合
理
的
関
連
性
、
③
権
利
侵
害
の
最
小
性
、
④
目
的
の
重
要
性
と
手
段
の
効
果
と
の
比
例
性
を
審
査
す
る
各

段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

一
一
七
条
は
、「
人
の
密
輸
」
を
防
ぐ
と
い
う
「
急
迫
か
つ
実
質
的
な
目
的
」
を
有
す
る
。
ま
た
、
一
一
七
条
は
、（
人
道
的
観
点
に
よ
る
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援
助
等
も
罰
す
る
た
め
）
部
分
的
に
合
理
的
関
連
性
を
持
た
な
い
が
、
目
的
と
手
段
の
完
全
な
一
致
が
当
テ
ス
ト
で
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
つ
て
裁
判
所
は
、「
法
律
が
過
度
に
広
汎
で
あ
る
の
と
同
じ
理
由
で
、
一
条
の
最
小
限
の
侵
害
テ
ス
ト

に
反
す
る（

（3
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
規
定
も
最
小
限
の
侵
害
テ
ス
ト
を
満
た
さ
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
I​

R​

P​

A
一
一
七
条
は
過
度
広
汎
性
ゆ
え
に
憲
章
七
条
の
権
利
を
制
約
し
、
憲
章
一
条
の
下
で
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
（
違
憲
）。

5　

適
切
な
救
済
（rem

edy

）
は
何
か
（
判
旨
⑥；

paras. 83�

─86�

）

　

一
一
七
条
が
過
度
広
汎
な
の
は
、
①
人
道
的
援
助
、
②
難
民
申
請
希
望
者
の
相
互
援
助
、
③
家
族
の
支
援
に
つ
い
て
も
罰
す
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
上
訴
人
は
、
一
一
七
条
の
無
効
を
要
求
す
る
が
、
適
切
な
救
済
は
、
一
一
七
条
を
①
─
③
を
含
ま
な
い
趣
旨
で
あ

る
と
し
て
、「read dow

n

（
（3
（

（
限
定
解
釈
に
よ
る
憲
法
適
合
化
措
置
）」
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

五　

検
討

　

B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
の
最
大
の
意
義
と
し
て
は
、
I​

R​

P​

A
に
基
づ
く
「
人
の
密
輸
」
が
、「
国
際
的
組
織
犯
罪
の

文
脈
で
直
接
な
い
し
間
接
に
、
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利
益
を
得
る
た
め
に
不
法
な
入
国
を
斡
旋
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
点
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
移
民
規
制
が
国
際
的
に
も
厳
格
化
し
て
い
く
な
か
で
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
が
、
検
察
や
大
臣
ら
が
「
安
全
の
配

慮
」
に
過
度
に
傾
倒
す
る
傾
向
に
対
し
て
警
戒
感
を
も
ち
、
国
際
法
上
の
義
務
や
憲
章
上
の
権
利
の
意
義
を
公
正
に
較
量
し
て
判
断
を
下

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る（

（3
（

。

　

以
下
で
は
、
と
り
わ
け
立
法
裁
量
と
行
政
裁
量
が
強
固
に
主
張
さ
れ
る
移
民
法
領
域
に
お
い
て
憲
法
あ
る
い
は
国
際
法
を
用
い
て
如
何

な
る
司
法
的
統
制
が
為
さ
れ
て
き
て
お
り
、
両
判
決
が
そ
の
文
脈
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
論
点
を
取
り
上
げ
て
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検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

a　

ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
に
付
随
す
る
問
題

　

具
体
的
な
移
民
法
領
域
の
統
制
の
問
題
を
検
討
す
る
前
に
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
に
付
随
す
る
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し

て
お
く
。

1　

I​

R​

P​
A​
一
一
七
条
の
改
正

　
「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
罰
則
規
定
は
、
二
〇
一
二
年
の
「
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
」
に
よ
る
I​

R​

P​

A
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
でread dow

n

さ
れ
た
一
一
七
条
は
「
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
」
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の
ケ
ー
ス
に
の
み
有
効

と
な
る
。

　

た
だ
し
、「
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
」
の
規
定
は
、
罪
に
問
う
「
人
の
密
輸
」
を
「
そ
の
輸
送
に
お
い
て
生
命
ま
た
は
安
全
を
危
険
に

晒
し
、
身
体
的
傷
害
ま
た
は
死
を
引
き
起
こ
し
」
た
か
、「
利
益
の
た
め
」
あ
る
い
は
「
組
織
的
犯
罪
な
い
し
テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
が

関
わ
っ
て
」
行
っ
た
も
の
に
限
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
も
そ
も
当
判
決
のread dow

n

を
先
取
り
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
新
た
な
規
定
は
、
罰
則
を
最
低
懲
役
刑
（m

andatory m
inim

um
 sentences

）

─
五
〇
人
以
下
の
密
輸
で
最
低
三
年
か
ら

五
年
、
五
〇
人
以
上
で
最
低
五
年
か
ら
一
〇
年
の
懲
役

─
の
形
で
規
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
規
定
の
仕
方
が
憲
章
一
二
条
に
反
す
る

か
が
将
来
的
に
争
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
脚
注
（
40
）
の
ニ
ュ
ー
ル
判
決
な
ど
、
最
低
懲
役
刑
は
論
争
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
）。

2　
「
合
理
的
仮
説
」
原
理
の
定
着
？

　
「
合
理
的
仮
説
」
原
理
は
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
で
初
め
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
以
前
は
、「
合
理
的
仮

説
」
原
理
に
よ
り
主
張
が
認
め
ら
れ
た
事
例
の
救
済
と
し
て
、
法
律
の
「
無
効
」
が
与
え
ら
れ
て
い
た（

（4
（

。
こ
の
点
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決

で
はread dow

n

が
救
済
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、「
合
理
的
仮
説
」
原
理
を
認
め
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
適
切
な
救
済
で
あ
る
と
思
わ
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れ
る
。

　

ま
た
、「
合
理
的
仮
説
」
法
理
は
、
自
身
の
置
か
れ
た
状
況
に
直
接
関
係
な
い
「
合
理
的
に
予
見
可
能
な
状
況
」
に
お
け
る
過
度
広
汎

性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
広
く
憲
法
訴
訟
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
広
い
違
憲
の
主
張
適
格
）。

カ
ナ
ダ
の
司
法
体
制
が
、「
公
益
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ（

（4
（

」
を
広
く
認
め
て
い
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、「
憲
法
秩
序
」
を
保
障
す
る
路
線
が
強
化

さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

b　

国
内
法
（
移
民
法
）
の
国
際
法
適
合
的
解
釈
と
憲
法
規
定（

（4
（

　

B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
は
と
も
に
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
に
言
及
し
、
い
く
つ
か
の
国
際
法
規
範
を
用
い
て
、
I​

R​

P​

A
の
解
釈
を
行
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
カ
ナ
ダ
移
民
法
と
国
際
法
の
関
係
を
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
の
判
例
を
中
心
に
検
討
し
て
み

た
い
。
な
お
、
裁
判
所
が
国
際
法
規
範
を
参
照
す
る
こ
と
に
対
す
る
評
価
軸
と
し
て
、
そ
も
そ
も
国
際
法
規
範
に
言
及
し
た
か
と
い
う
点

と
、
権
利
保
障
を
拡
大
す
る
意
図
で
国
際
法
規
範
に
言
及
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
の
二
方
向
の
評
価
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
便

宜
上
、
後
者
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
（
権
利
保
障
の
拡
大
を
意
図
）
／
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
（
拡
大
を
意
図
し
な
い
）
言
及
と
表
現
し
区
別
す
る

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
国
際
法
規
範
の
参
照
な
の
か
、
国
際
法
適
合
的
解
釈
（
間
接
適
用
）
な
の
か
、
と
い
う
観
点
も
重
要
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
二
元
論
（
国
際
法
は
国
内
法
に
よ
っ
て
実
施
若
し
く
は
変
形
さ
れ
な
け
れ
ば
、
国
内
で
直
接
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（4
（

）
を
と
る
カ
ナ
ダ

の
立
場
か
ら
、
憲
章
解
釈
の
場
面
で
の
国
際
法
規
範
へ
の
言
及
等
に
つ
い
て
は
参
照
、
制
定
法
解
釈
や
行
政
裁
量
を
統
制
す
る
場
面
で
国

際
法
規
範
に
適
合
的
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の
を
国
際
法
適
合
的
解
釈
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

1　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
国
際
法
適
合
的
解
釈
の
伝
統（

（4
（

　

憲
章
導
入
後
最
初
の
移
民
法
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
決
で
あ
る
シ
ン
判
決
（Singh v. Canada

（
（4
（

）
で
は
、
二
つ
の
方
法
で
国
際
法
に
言

及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
を
果
た
す
と
い
う
当
時
の
移
民
法
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
難
民
条
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約
の
前
文
を
引
用
し
言
及
す
る
と
と
も
に（

（4
（

、
②
憲
章
七
条
の
規
定
す
る
「
身
体
の
安
全
」
の
実
体
的
理
解
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
事
案

の
解
決
の
た
め
に
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
人
権
宣
言
二
五
条
を
参
照
し
て
い
る（

（4
（

。

　

ま
た
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
移
民
法
判
例
上
の
神
話
の
一
つ
と
さ
れ
る
ベ
イ
カ
ー
判
決
（Baker v. Canada

（
（4
（

）
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
国
内
法
の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
（
の
三
条
〔
児
童
の
利
益
の
優
先
〕、
九
条
〔
父
母
か
ら
の
分
離
の
禁
止
〕、
一

二
条
〔
児
童
の
意
見
表
明
の
権
利（

（4
（

〕）
に
言
及
し
、
行
政
機
関
の
退
去
強
制
命
令
は
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
趣
旨
に
適
合
的
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
ベ
イ
カ
ー
判
決
の
法
廷
意
見
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
…
…
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
議
会
に
よ
っ
て

〔
カ
ナ
ダ
の
国
内
法
に
〕
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
条
約
を
カ
ナ
ダ
の
国
内
法
の
中
で
直
接
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
人
権
に
反
映
さ
れ
て
い
る
価
値
は
、
制
定
法
解
釈
と
司
法
審
査
の
文
脈
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
形
成
す
る
の
を
助
け

る
だ
ろ
う（

（5
（

」
と
。

　

た
だ
し
、
こ
の
ベ
イ
カ
ー
判
決
に
は
、
裁
判
所
は
最
終
的
に
行
政
法
（
移
民
法
）
上
の
解
釈
問
題
と
し
て
事
案
を
処
理
す
る
こ
と
を
選

択
し
、
憲
章
上
の
権
利
と
国
際
人
権
の
直
接
的
な
リ
ン
ク
を
判
断
す
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
ベ
イ
カ
ー

判
決
は
、
国
際
人
権
に
関
す
る
事
案
に
つ
い
て
の
以
後
の
カ
ナ
ダ
判
例
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
憲
法
解
釈
の
問
題
を

回
避
し
た
た
め
、
憲
章
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
影
響
力
は
定
か
で
な
い
の
で
あ
る（

（5
（

。

2　

伝
統
の
後
退

　

カ
ナ
ダ
の
判
例
史
上
お
そ
ら
く
最
も
評
判
の
悪
い
ス
レ
ッ
シ
ュ
判
決
（Suresh v. Canada

（
（5
（

）
で
は
、
拷
問
の
危
険
の
あ
る
国
家
へ
の
退

去
強
制
に
つ
い
て
、
国
際
人
権
法
（
主
に
拷
問
禁
止
条
約（

（5
（

）
上
、
こ
の
よ
う
な
退
去
強
制
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
な
が
ら
も
、

憲
章
七
条
は
国
際
人
権
法
と
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
憲
章
七
条
の
下
で
は
、
一
定
の
例
外
的
条
件
の
下
で
は
拷
問
の
危
険
の
あ
る
国
へ
の

退
去
強
制
も
許
さ
れ
る
と
判
断
し
て
い
る
。T

he Court

（
匿
名
）
と
し
て
公
表
さ
れ
た
最
高
裁
の
法
廷
意
見
は
、「
よ
り
良
い
見
解
は
、

国
家
安
全
保
障
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
も
、
国
際
法
は
拷
問
を
行
う
国
へ
の
退
去
強
制
を
拒
絶
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
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結
論
付
け
る
。
こ
れ
は
、
憲
章
七
条
の
基
本
的
正
義
の
原
理
の
内
容
を
形
成
す
る
最
良
の
規
範
で
あ
る
。」
し
か
し
、「
我
々
の
関
心
は
、

カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
そ
の
も
の
で
は
な
く
、〔
憲
章
七
条
の
下
で
の
〕
基
本
的
正
義
の
原
理
に
つ
い
て
で
あ
る
」（
括
弧
内
筆
者
以
下
同

じ
）。
そ
し
て
、
憲
章
七
条
の
基
本
的
正
義
の
原
理
の
下
で
は
、「
例
外
的
事
情
が
あ
る
場
合
に
、
拷
問
に
直
面
す
る
退
去
強
制
が
正
当
化

さ
れ
得
る
可
能
性
を
我
々
は
排
除
し
な
い
」。
し
た
が
っ
て
、
憲
章
七
条
の
下
で
は
、
拷
問
国
へ
の
退
去
強
制
は
絶
対
的
に
禁
止
さ
れ
て

い
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
国
際
人
権
法
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
利
用
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、（
厳
密
に
は
移
民
法
に
関
係
す
る
判
決
で
は
な
い
が
）
外

国
人
の
公
務
就
任
に
関
す
る
ラ
ヴ
ォ
ア
判
決
（Lavoie v. Canada

（
（5
（

）
で
は
、
市
民
権
に
基
づ
く
区
別
を
行
う
こ
と
は
、
世
界
人
権
宣
言
二

一
条
㈡（

（5
（

、
国
際
人
権
規
約
（
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
）
二
五
条
⒞（

（5
（

か
ら
も
正
当
化
さ
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
ル
ワ
ン

ダ
か
ら
カ
ナ
ダ
に
移
住
し
永
住
者
と
な
っ
た
が
、
二
年
後
に
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
の
際
に
虐
殺
を
扇
動
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、
そ
れ
を
理

由
と
し
た
退
去
手
続
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
争
わ
れ
た
ミ
ュ
グ
ス
ラ
判
決
（M

ugesera v. Canada

）
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約（

（5
（

に
言
及

す
る
も
の
の
、
こ
れ
は
永
住
者
の
退
去
強
制
を
是
認
す
る
文
脈
で
利
用
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

な
お
、
テ
ロ
対
策
の
一
環
と
し
て
I​

R​

P​

A
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
「
危
険
人
物
認
証
（security certificate

）
制
度
」
の
包
括
的
憲
法

適
合
性
が
問
題
と
な
っ
た
シ
ャ
ル
カ
ウ
ィ
判
決
（Charkaoui v. Canada

（
（6
（

）
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
決
等
が
僅
か
な
が
ら
に

引
用
さ
れ
る
も
の
の（

（6
（

、
カ
ナ
ダ
が
締
結
し
て
い
る
国
際
法
規
範
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。

3　

両
判
決
の
位
置
付
け

─
国
際
法
適
合
的
解
釈
の
復
権
？

　

B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
で
は
、
国
際
法
を
そ
の
制
定
の
背
景
と
す
る
制
定
法
解
釈
は
、
国
際
法
の
価
値
な
い
し
原
理
と

調
和
的
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た（

（6
（

。
し
か
も
、
B​
0​
1​
0
判
決
で
は
、「
国
際
法
に
従
わ
な
い
形
で
カ
ナ
ダ
の
諸

法
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
に
よ
る
外
交
問
題
に
関
す
る
行
政
府
の
行
為
に
対
す
る
介
入
や
国
際
法
に
基
づ
く
非
難
を
受
け
る
リ
ス

ク
が
あ
る
」
と
判
示
し
、
行
政
府
が
国
際
法
に
従
わ
な
い
形
で
カ
ナ
ダ
の
国
内
法
を
運
用
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
実
践
に
対
し
て
裁
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判
所
が
介
入
す
る
可
能
性
を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
で
は
、
関
連
す
る
国
際
法
の
価
値
や
原
理
を
反
映
す
る
形
で

制
定
法
を
解
釈
で
き
な
い
場
合
、
憲
章
七
条
の
権
利
を
制
約
す
る
と
認
定
し
、
最
終
的
に
国
際
法
の
価
値
や
原
理
に
反
し
て
い
る
部
分
に

限
り
違
憲
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
両
判
決
は
、
国
際
法
の
み
を
決
定
的
な
要
素
と
し
た
判
決
で
は
な
い
点
に
は
留
意
が
必
要
だ
が
、

移
民
法
解
釈
や
憲
章
上
の
権
利
理
解
を
国
際
法
と
調
和
的
に
思
考
す
る
カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
か
つ
て
の
姿
勢
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
国
際
法
へ
の
言
及
の
仕
方
は
憲
章
制
定
以
降
変
化
し
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
に
よ

る
国
際
法
規
範
の
参
照
の
な
か
で
も
未
締
結
条
約
に
関
す
る
参
照
を
中
心
と
し
た
研
究
で
は
あ
る
が
、
手
塚
崇
聡
は
「
憲
章
制
定
当
初
は
、

判
例
構
築
の
必
要
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
吸
収
す
る
た
め
に
、
未
締
結
条
約
を
参
照
し
た
と
い
う
制
度
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
」

と
指
摘
す
る（

（6
（

。
移
民
法
領
域
に
お
い
て
は
、
シ
ン
判
決
が
ま
さ
に
憲
章
七
条
の
射
程
を
検
討
す
る
た
め
に
国
際
法
規
範
を
広
く
参
照
し
た

事
例
で
あ
り
、
憲
章
の
制
定
か
ら
四
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
段
階
に
な
っ
て
、
当
時
の
よ
う
に
憲
章
解
釈
の
場
面
で
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

国
際
法
へ
の
参
照
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
減
少
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
手
塚
の
分
類
に
基
づ
け
ば
、
両
判
決
は
カ
ナ
ダ
の
国
際
的
義
務

に
「
従
っ
て
」、
国
内
法
解
釈
に
お
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
と
し
て
、
国
際
法
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

え
る（

（6
（

。
こ
れ
は
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
近
年
の
傾
向
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
別
注
目
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
と
も
言
え
そ
う
で
あ

る
が
、
移
民
法
の
憲
章
違
反
が
争
わ
れ
た
事
例
に
お
い
て
は
、
ス
レ
ッ
シ
ュ
判
決
で
国
際
法
規
範
と
憲
章
解
釈
の
峻
別
が
な
さ
れ
て
以
来
、

言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
さ
れ
た
と
し
て
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
の
言
及
に
留
ま
っ
て
い
た
、
国
際
法
規
範
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
言
及
で
あ
る
た
め
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
は
重
要
な
判
決
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
国
際
法
規
範
へ
の
参
照
及
び
、
国
際
法
適
合
的
解
釈
が
行
わ
れ
る
対
象
へ
の
注
目
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
①
憲
章
解
釈
、

②
制
定
法
解
釈
、
③
行
政
裁
量
、
④
私
人
間
適
用
が
問
題
と
な
る
場
面
が
想
定
さ
れ
る
（
移
民
法
の
事
例
で
は
④
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
は
な

い
（
（6
（

）。
憲
章
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
場
合
は
と
も
か
く
、
制
定
法
解
釈
あ
る
い
は
行
政
裁
量
が
問
題
と
な
る
場
面
で
は
そ
れ
ぞ
れ
立
法
府
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と
行
政
府
と
の
間
で
の
緊
張
関
係
が
生
じ
る
。
こ
の
点
、
カ
ナ
ダ
の
最
高
裁
は
ベ
イ
カ
ー
判
決
で
国
際
法
適
合
的
解
釈
に
よ
る
行
政
裁
量

の
統
制
を
明
示
的
に
行
っ
た
も
の
の
、
ス
レ
ッ
シ
ュ
判
決
で
は
こ
れ
を
後
退
さ
せ
て
い
る
。
ス
レ
ッ
シ
ュ
判
決
で
の
国
際
法
規
範
へ
の
言

及
は
行
政
の
退
去
強
制
命
令
と
の
関
係
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
そ
の
影
響
は
憲
章
七
条
解
釈
の
文
脈
に
も
波
及
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
は
基
本
的
に
は
制
定
法
解
釈
に
関
係
す
る
場
面
で
国
際
法
規
範
へ
の
言
及
が
な
さ

れ
た
事
例
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
判
決
に
お
い
て
も
、
国
際
法
適
合
的
解
釈
を
施
そ
う
と
し
つ
つ
議
会
の
意
図
に
も
言
及
す
る
。
さ
ら
に
、

B​

0​

1​

0
判
決
は
国
際
法
上
の
義
務
に
従
わ
な
い
解
釈

0

0

を
強
く
批
判
す
る
一
方
で
、
詳
し
く
は
次
節
で
扱
う
が
、
行
政
の
決
定
に
対
し
て

は
敬
譲
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
判
断
傾
向
は
、
他
権
と
の
関
係
を
意
識
し
つ
つ
国
際
法
適
合
的
解
釈
を
為
そ
う
と
す
る
裁

判
所
の
戦
略
の
現
れ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
は
移
民
法
に
対
す
る
国
際
法
適
合
的
解
釈
と
憲
法
規
範
と
の
関
係
に
お
い
て
重

要
な
示
唆
を
示
す
判
決
で
あ
る
と
い
え
る
。

c　

憲
章
七
条
に
よ
る
移
民
法
の
実
体
的
統
制

　

次
に
憲
章
七
条
に
よ
る
、
移
民
法
の
統
制
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

1　

憲
章
七
条
に
よ
る
実
体
的
統
制
に
関
す
る
先
例

　

カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
が
憲
章
七
条
を
用
い
て
、
移
民
法
上
の
規
定
に
対
す
る
手
続
的
統
制
を
図
る

─
た
と
え
ば
、
シ
ン
判
決
（
難
民

認
定
に
お
け
る
口
頭
審
理
の
瑕
疵（

（6
（

）、
ス
レ
ッ
シ
ュ
判
決
（
退
去
強
制
決
定
に
お
け
る
手
続
的
瑕
疵（

（6
（

）

─
こ
と
は
、
何
度
か
あ
っ
た
が
、
実
体
的

統
制
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
っ
た（

（6
（

。

　

憲
章
七
条
に
基
づ
く
実
体
的
統
制
は
主
に
刑
事
法
に
関
す
る
事
例
の
中
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
憲
章
七
条
に
よ
る

実
体
的
統
制
、
と
い
っ
た
場
合
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
時
代
に
よ
っ
て
変
転
し
て
き
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
憲
章
七
条
に
関
す
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る
近
年
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
で
あ
る
売
春
規
制
に
関
す
る
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
判
決
（Canada v. Bedford

（
（7
（

）、
尊
厳
死
・
安
楽
死
に
関

す
る
カ
ー
タ
ー
判
決
（Carter v. Canada

（
（7
（

）
以
後
は
、
生
命
、
自
由
、
安
全
に
関
す
る
権
利
を
制
約
す
る
規
定
が
、
曖
昧
（vague

（
（7
（

）、
過
度

広
汎
（overbroad

（
（7
（

）、
恣
意
的
（arbitrary

（
（7
（

）、
著
し
く
反
比
例
的
（gross disproportionate

（
（7
（

）、
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
審
査
す
る
こ
と
を
憲

章
七
条
に
よ
る
実
体
的
統
制
と
位
置
付
け
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
、
憲
章
七
条
の
実
体
的
な
問
題
は
「
法
文
の
形

式
（form

 of law
）」
に
対
す
る
裁
判
所
の
統
制
の
問
題
と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
も
あ
る（

（7
（

。

　

な
お
、
そ
も
そ
も
憲
章
七
条
が
移
民
法
領
域
に
適
用
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
上
述
の
シ
ン
判
決
に
よ
っ
て
、

難
民
の
申
請
希
望
者
を
含
め
物
理
的
に
カ
ナ
ダ
に
存
在
し
カ
ナ
ダ
法
に
従
っ
て
い
る
す
べ
て
の
者
に
憲
章
七
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
チ
ア
レ
リ
判
決
（Canada v. Chiarelli （

（7
（

）
で
退
去
強
制
の
場
面
で
は
憲
章
七
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
、

メ
ド
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
判
決
（M

edovarski v. Canada

（
（7
（

）
で
国
境
に
お
い
て
公
務
員
か
ら
告
知
を
受
け
る
際
に
弁
護
士
を
付
け
る
こ
と
を
要

求
す
る
と
い
う
場
面
で
も
憲
章
七
条
は
適
用
さ
れ
な
い
、
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
射
程
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
シ
ャ
ル
カ

ウ
ィ
判
決
に
お
い
て
、
一
般
的
に
移
民
法
の
事
例
に
も
憲
章
七
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、「
非
市
民
の
退
去
強
制
そ
れ
自
体
に
関

す
る
事
例
に
お
い
て
憲
章
七
条
の
適
用
は
な
い
が
、
危
険
人
物
認
証
手
続
に
よ
る
拘
禁
に
基
づ
く
も
の
や
拷
問
の
危
険
の
あ
る
国
へ
の
送

還
の
場
合
は
、
適
用
さ
れ
る
」
と
し
て
、
若
干
な
が
ら
射
程
を
回
復
し
て
い
る（

（7
（

。

2　
「
移
民
法
と
刑
事
法
の
交
差
領
域
」
論
の
視
座

　

移
民
法
上
の
規
定
に
対
し
て
裁
判
所
が
実
体
的
統
制
を
行
う
こ
と
は
、
移
民
法
を
俯
瞰
す
る
際
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
ひ
と
つ
と
し

て
指
摘
さ
れ
る
「
移
民
法
と
刑
事
法
の
交
差
領
域
（Crim

m
igration Law

）」
論
を
踏
ま
え
る
と
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
法
学
者
ス
タ
ン
プ
（Juliet Stum

pe

（
（8
（

）
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
移
民
法
・
刑
事
法
学
者
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
新
法
領
域
と
も
呼
べ
る
議
論
で
あ
る
。
彼
（
女
）
ら
は
、
移
民
法
領
域
と
刑
事
法
領
域
が
歴
史
的
に
交
差
し
も
は
や
融
合
し
て
い
る

と
指
摘
し
、
二
つ
の
領
域
の
歴
史
的
合
併
は
、「
移
民
法
と
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
が
単
に
名
目
上
分
離
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
類
似
な
シ
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ス
テ
ム
を
創
り
出
し
た
」
と
分
析
す
る（

（8
（

。

　

そ
の
具
体
的
証
左
の
中
心
は
、
両
法
の
実
体
的
類
似
化
と
執
行
機
関
の
類
似
化
で
あ
る
。
ス
タ
ン
プ
に
よ
れ
ば
、
移
民
法
が
退
去
強
制

の
事
由
に
刑
事
法
違
反
を
挙
げ
た
り
、
移
民
法
に
関
連
す
る
事
柄
の
違
反
に
刑
事
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
加
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
、
実

体
的
類
似
化
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
法
学
者
カ
ン
ス
ト
ル
ー
ム
（D

aniel K
anstroom

）
は
、
退
去
強
制
そ
の
も
の
も
刑
事
的

規
制
の
パ
ラ
レ
ル
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る（

（8
（

と
し
、
ス
タ
ン
プ
も
こ
の
見
解
に
同
意
し
て
い
る
。

　

執
行
機
関
に
つ
い
て
は
、
特
殊
ア
メ
リ
カ
的
文
脈
で
語
ら
れ
る
が
、
連
邦
と
州
の
管
轄
の
相
対
化
、
移
民
法
執
行
機
関
が
刑
事
法
執
行

機
関
と
類
似
し
て
き
て
い
る
こ
と
（
た
と
え
ば
、
国
境
警
備
隊
の
位
置
付
け
の
変
化
）、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

彼
（
女
）
ら
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
領
域
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
あ
ま
り
に
貧
弱
な
手
続
的
・
憲
法
的
保
障
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

移
民
法
が
実
質
的
に
刑
事
法
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
事
法
と
同
等
の
保
障
が
及
ば
な
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
ス
タ
ン

プ
は
、
刑
事
法
に
対
し
て
は
、
米
合
衆
国
憲
法
修
正
四
条
（
不
合
理
な
捜
査
、
逮
捕
、
押
収
の
禁
止
）、
修
正
五
条
（
自
己
負
罪
拒
否
特
権
等
）、

修
正
六
条
（
迅
速
か
つ
公
開
の
裁
判
、
刑
事
被
告
人
の
権
利
等
）、
修
正
一
四
条
の
権
利
（
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
等
）
が
備
え
ら
れ
て
い
る
が
、
移
民

法
に
対
し
て
は
修
正
一
四
条
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
限
定
的
に
適
用
さ
れ
る
だ
け
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
移
民
法
領
域

が
国
家
の
成
員
を
決
定
す
る
主
権
的
側
面
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、「
国
家
主
権
」
の
名
の
下
に
国
家
に
対
し
て
非
常
に
広
い
裁
量
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
を
批
判
し（

（8
（

、
刑
事
法
領
域
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
移
民
法
に
対
す
る
（
少
な
く
と
も
）
刑
事
法
領
域
と
同
等

の
憲
法
的
な
統
制
を
行
う
べ
き
、
と
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
指
摘
は
、「
移
民
法
と
刑
事
法
の
交
差
領
域
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
か
否
か
は
と
も
か
く
、
と
り
わ
け
九
・
一
一
以
降
対
テ
ロ

リ
ズ
ム
の
文
脈
で
移
民
法
の
規
定
と
運
用
が
厳
格
化
し
て
い
く
流
れ
を
的
確
に
評
し
て
お
り
、
カ
ナ
ダ
で
も
一
定
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る（

（8
（

。

　

た
だ
し
、
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
刑
事
法
も
移
民
法
も
そ
も
そ
も
連
邦
の
権
限
な
の
で
、
連
邦
と
州
の
管
轄
の
相
対
化
と
い
う
問
題
は
生
じ
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な
い
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
憲
章
七
条
の
適
正
手
続
き
の
他
に
憲
章
九
条
（
恣
意
的
な
拘
留
及
び
拘
禁
の
禁
止
）
一
〇
条
（
逮
捕
又

は
拘
留
さ
れ
る
際
の
権
利
）
も
移
民
法
領
域
に
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
C​

B​

S​

A
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
移
民
法
の
執
行
機
関
が
刑
事
法
の

執
行
機
関
と
類
似
し
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘
は
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
対
テ
ロ
な
い
し
犯
罪
の
処
罰
に
関
し

て
、
移
民
法
を
使
う
の
で
は
な
く
、
刑
法
を
利
用
す
べ
き
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
移
民
法
に
も
刑
事
法
並
み
の
保
障
を
与
え
る
べ
き
だ
と

の
主
張
が
あ
る（

（8
（

。

3　

両
判
決
の
意
義

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
一
般
的
に
は
刑
事
法
規
定
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
過
度
広
汎
性
の
審
査
を
移
民
法
上
の
規
定
に
対
し
て
も
適

用
し
、
実
体
的
審
査
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
と
、
I​

R​

P​

A​

三
七
条
㈠
⒝
が
合
憲
限
定
解
釈
で
き
な
け
れ
ば
、
憲
章
七

条
の
下
で
過
度
広
汎
性
の
審
査
を
行
う
こ
と
を
示
唆
し
た
B​

0​

1​

0
判
決
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
曖
昧
性
、
過

度
広
汎
性
、
恣
意
性
、
著
し
い
反
比
例
性
に
基
づ
く
統
制
は
一
般
的
に
す
べ
て
の
法
領
域
に
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る

と
（
（8
（

、
両
判
決
の
意
義
は
立
法
裁
量
及
び
行
政
裁
量
が
強
く
想
定
さ
れ
る
移
民
法
領
域
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。「
移
民
法
と
刑
事
法
の
交
差
領
域
」
論
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
刑
事
法
領
域

に
の
み
適
用
さ
れ
て
き
た
原
則
が
移
民
法
領
域
で
も
適
用
さ
れ
る
の
か
が
重
要
で
あ
ろ
う（

（8
（

。
こ
の
点
は
今
後
の
判
例
の
展
開
を
ま
つ
ほ
か

な
い
。

　

ま
た
、
B​

0​

1​

0
判
決
で
は
、
形
式
的
に
は
刑
罰
規
定
で
は
な
い
I​

R​

P​

A​

三
七
条
㈠
⒝
に
合
憲
限
定
解
釈
を
施
せ
な
け
れ
ば
、
過
度

広
汎
性
に
基
づ
く
憲
章
七
条
審
査
が
行
わ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
移
民
法
固
有
の
規
定
に
も
憲
章
七
条
に
よ
る
実
体
的
統
制
が

及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
点
、
三
七
条
㈠
⒝
は
、「
入
国
拒
否
事
由
」
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
と
退
去
強
制
に
つ
な
が

る
規
定
で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
だ
が
、
カ
ナ
ダ
の
判
例
法
理
は
退
去
強
制
を
刑
事
罰
と
パ
ラ
レ
ル
に
捉
え
て
い
な
い（

（8
（

の
で
、
移
民

法
上
の
刑
罰
規
定
と
い
う
要
素
は
重
要
で
は
な
い
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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さ
ら
に
、
B​

0​

1​

0
判
決
の
マ
ク
ラ
ク
リ
ン
裁
判
官
の
法
廷
意
見
は
、
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
議
会
が

当
法
律
を
制
定
し
た
意
図
に
つ
い
て
確
認
し
た
う
え
で
、
議
会
の
意
図
に
（
も
）
反
す
る
行
政
の
制
定
法
解
釈
を
退
け
て
い
る
点
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
、
最
高
裁
は
か
つ
て
、「
I​

R​

P​

A
の
下
で
難
民
保
護
か
ら
の
排
除
の
決
定
に
お
い
て
憲
章
七
条
は
機
能
し
な

い
、
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
難
民
保
護
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
し
て
も
、
上
訴
人
は
、
退
去
強
制
に
よ
っ
て
死
も
し
く
は
拷
問
や
残
酷
で
異
常

な
取
り
扱
い
な
い
し
刑
罰
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
、
そ
の
延
期
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
か
ら
で
あ
る
」
と
判
断
し
て

い
る（

（8
（

。
こ
の
判
示
と
整
合
的
に
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、「
入
国
拒
否
事
由
」
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
制
定
法
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
は
裁

判
所
が
踏
み
込
ん
で
判
示
す
る
も
の
の
、「
入
国
拒
否
事
由
」
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
の
行
政
上
の
決
定
（
同
条
の
適
用
の
問
題
）
に
対

し
て
は
、
裁
判
所
は
敬
譲
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
と
解
さ
れ
よ
う
（
た
だ
し
、
拷
問
の
危
険
な
ど
人
道
的
理
由
が
あ
る
場
合
、
別
の
観
点
か
ら
の

救
済
は
考
慮
す
る
）。
だ
と
す
る
と
、
B​
0​

1​

0
判
決
は
、
行
政
裁
量

─
I​

R​

P​

A
の
行
政
に
よ
る
適
用
の
場
面

─
に
対
し
て
一
定
の

配
慮
を
し
な
が
ら
も
法
解
釈
の
観
点
か
ら
、
過
度
広
汎
な
「
入
国
拒
否
事
由
」
に
関
す
る
行
政
の
解
釈
を
限
定
し
た
（
場
合
に
よ
っ
て
は
憲

法
の
観
点
か
ら
限
定
し
得
る
と
し
た
）
事
例
と
い
え
る（

（9
（

。

六　

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
稿
で
の
検
討
の
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
、
B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
は
そ
れ
ぞ
れ
、

I​

R​

P​

A
に
お
け
る
「
人
の
密
輸
」
と
は
「
国
際
的
組
織
犯
罪
の
文
脈
で
直
接
な
い
し
間
接
に
、
金
銭
的
な
い
し
他
の
物
質
的
利
益
を
得

る
た
め
に
不
法
な
入
国
を
斡
旋
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
明
示
し
、
I​
R​

P​

A​

三
七
条
㈠
⒝
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
解
釈
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
I​

R​

P​

A​

一
一
七
条
は
過
度
広
汎
ゆ
え
に
憲
章
七
条
に
反
し
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し

た
。
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そ
し
て
、
こ
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
、
両
判
決
と
も
に
カ
ナ
ダ
の
国
際
法
上
の
義
務
に
言
及
し
、
パ
レ
ル
モ
条
約
、「
人
の
密

輸
」
に
関
す
る
議
定
書
、
難
民
条
約
を
用
い
た
国
際
法
適
合
的
解
釈
を
行
っ
て
お
り
、
移
民
法
の
憲
章
違
反
が
争
わ
れ
た
事
例
で
は
、
国

際
法
に
手
厚
く
言
及
し
た
上
で
、
移
民
（
非
市
民
）
の
権
利
を
保
護
す
る
文
脈
で
用
い
た
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ

判
決
で
は
憲
章
七
条
に
よ
る
実
体
的
統
制

─
過
度
広
汎
性
の
観
点
か
ら
の
統
制

─
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
憲
章
七
条
を
通
じ

た
司
法
的
統
制
と
し
て
は
手
続
的
統
制
が
中
心
で
あ
っ
た
移
民
法
の
領
域
に
お
い
て
、
司
法
が
強
く
踏
み
込
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
B​

0​

1​
0
判
決
の
判
旨
と
整
合
的
に
読
め
ば
、
司
法
は
あ
く
ま
で
（
行
政
に
よ
る
）
法
解
釈
の
次
元
で
積
極
的
に
踏
み
込
ん
だ
の

で
あ
っ
て
、
法
適
用
に
関
す
る
行
政
裁
量
に
は
依
然
と
し
て
敬
譲
的
な
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
移
民
法
の
領
域
で
最
高
裁
が
こ
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
維
持
し
た
ま
ま
司
法
的
統
制
を
行
っ
て
い
く
の
か
今
後
の
判
例
の
展
開
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
関
連
し
て
、
カ
ナ
ダ
の

移
民
法
領
域
に
お
い
て
行
政
、
立
法
、
司
法
の
三
権
が
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
移
民
法
を
運
営
し
て
い
る
の
か
、
同

様
に
、
両
判
決
で
最
高
裁
が
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
、
移
民
法
の
国
際
法
適
合
的
解
釈
に
お
い
て
の
三
権
の
権
限
配
分
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い（

（9
（

。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
B​

0​

1​

0
判
決
と
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
を
中
心
に
、
カ
ナ
ダ
の
移
民
法
領
域
に
対
す
る
憲
法
的
統
制
の
展
開
を
検
討

し
て
き
た
た
め
、
日
本
の
移
民
法
制
に
対
す
る
日
本
国
憲
法
に
よ
る
統
制
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
得
ら
れ
る
か
は
検
討
し
て
い
な

い
。
こ
の
点
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
八
年
度
「
市
民
生
活
の
自
由
と
安
全
」
研
究
会
で
の
報
告
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
J​

S​

P​

S
科
研
費

（
J​

P15J07675

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
も
あ
る
。

（
1
）	

B
010 v. C

anada （C
itizenship and Im

m
igration C

anada

）, ［2015

］ 3� SCR 704 ［B010

］.
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（
2
）	

R
 v. A

ppulonapp, ［2015

］ 

3 SCR 754 ［A
ppulonapp

］.

（
3
）	

Im
m

igration and R
efugee Protection A

ct, S.  C. 2001, c. 27.
（
4
）	

た
と
え
ば
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ジ
エ
ー
ル
は
不
法
移
民
や
密
入
国
斡
旋
業
者
と
の
「
対
移
民
戦
争
」
が
世
界
的
に
拡
大
し
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
し
、
飯
笹
佐
代
子
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
庇
護
申
請
を
目
的
に
船
舶
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
土
へ
の
密
入
国
を
試
み
よ

う
と
す
る
「
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
」
と
の
「
対
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
戦
争
」
と
表
現
し
得
る
現
象
を
紹
介
し
て
い
る
。
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ジ
エ
ー

ル
（
小
山
晶
子
訳
）「
現
在
お
き
て
い
る
の
は
構
造
的
な
「
対
移
民
戦
争
」
で
あ
る
」
森
千
香
子
・
エ
レ
ン
・
ル
バ
イ
編
『
国
境
政
策
の
パ

ラ
ド
ク
ス
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
二
一
頁
以
下
、
飯
笹
佐
代
子
「
豪
州
の
「
対
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
戦
争
」

─
変
幻
自
在
で
脱
領

土
化
す
る
排
除
の
「
境
界
」」
二
一
世
紀
東
ア
ジ
ア
社
会
学
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
五
頁
以
下
。

（
5
）	

C
anadian C

harter of R
ights and Freedom

s, Part Ⅰ
 of the Constitution A

ct 1982, s. 7.

（
6
）	

本
章
の
記
述
は
主
に
、Jam

ie Chai Y
un Liew

 and D
onald Gallow

ay, Im
m

igration Law 2nd ed. （T
oronto: Irw

in Law
 Inc., 

2015

）
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
7
）	

こ
の
他
に
市
民
権
法
（C

itizenship A
ct, RSC 1985, c-C29.

）
等
が
移
民
に
関
係
す
る
法
律
と
な
る
。
市
民
権
法
に
つ
い
て
は
、
山
本

健
人
「
国
籍
取
得
と
多
文
化
国
家
カ
ナ
ダ

─
イ
ス
ハ
ー
ク
判
決
の
位
置
付
け
と
そ
の
憲
法
問
題
」
法
政
論
叢
五
三
巻
一
号
（
二
〇
一
七

年
）
一
三
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
8
）	

See, D
epartm

ent of C
itizenship and Im

m
igration A

ct, SC 1994, c. 31.

（
9
）	

See, C
anada B

order Services A
gency A

ct, SC
 2005, c 38.

（
10
）	

条
約
難
民
と
は
、「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
（
以
下
、
難
民
条
約
）」
一
条
に
よ
る
難
民
を
指
す
。
難
民
条
約
一
条
は
「
人
種
、
宗
教
、

国
籍
も
し
く
は
特
定
の
社
会
的
集
団
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
政
治
的
意
見
を
理
由
に
迫
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
十
分

に
理
由
の
あ
る
恐
怖
を
有
す
る
た
め
に
、
国
籍
国
の
外
に
い
る
者
」
を
難
民
と
規
定
し
て
い
る
。

（
11
）	

こ
れ
は
、
拷
問
禁
止
条
約
一
条
で
定
め
ら
れ
た
恐
怖
に
晒
さ
れ
て
い
る
者
、
残
酷
か
つ
尋
常
で
な
い
扱
い
や
刑
罰
の
危
険
の
あ
る
者
、
こ

の
ほ
か
庇
護
国
ク
ラ
ス
（
出
身
国
国
外
で
内
戦
な
い
し
武
力
闘
争
に
よ
っ
て
、
深
刻
に
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
お
り
、
C​

I​

C
の
認
め
た
引
受

先
を
有
し
て
い
る
者
）
な
い
し
、
原
因
国
ク
ラ
ス
（
カ
ナ
ダ
政
府
の
指
定
し
た
国
の
国
内
避
難
民
）
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
。

（
12
）	

第
三
国
定
住
ル
ー
ト
は
、
カ
ナ
ダ
国
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
等
に
避
難
し
て
い
る
人
々
を
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U​

N​

H​

C​

R
）

の
要
請
に
従
っ
て
、
カ
ナ
ダ
政
府
が
ま
と
ま
っ
た
単
位
で
カ
ナ
ダ
国
内
に
再
定
住
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
の
難
民
の
受
け
入
れ
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は
、
さ
ら
に
二
つ
の
ル
ー
ト
に
分
か
れ
、
①
政
府
が
支
援
を
引
き
受
け
る
政
府
支
援
難
民
（Governm

ent A
ssisted Refugee; 

年
間
七

五
〇
〇
〜
八
〇
〇
〇
名
の
受
け
入
れ
を
目
標
と
す
る
）
と
、
②
教
会
、
民
族
団
体
、
一
八
歳
以
上
の
カ
ナ
ダ
市
民
、
永
住
者
五
人
で
結
成
さ

れ
る
五
人
組
な
ど
の
民
間
ス
ポ
ン
サ
ー
が
難
民
を
呼
び
寄
せ
、
難
民
の
カ
ナ
ダ
で
の
自
立
支
援
の
責
任
を
負
う
民
間
引
き
受
け
難
民

（Private Sponsored Refugee; 

年
間
四
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
名
が
受
け
入
れ
目
標
）
と
が
存
在
す
る
。

（
13
）	

Protecting C
anada’s Im

m
igration System

 A
ct, SC 2012, c. 17. 

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
大
岡
栄
美
「「
安
全
」
か
つ
「
効
率
的
」

管
理
に
向
か
う
カ
ナ
ダ
の
難
民
庇
護
政
策

─
ハ
ー
パ
ー
保
守
政
権
に
よ
る
境
界
再
編
に
関
す
る
一
考
察
」
法
学
研
究
八
九
巻
二
号
（
二
〇

一
六
年
）
三
四
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
14
）	

従
来
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
難
民
申
請
か
ら
審
査
ま
で
の
待
機
時
間
は
約
一
〇
三
八
日
と
言
わ
れ
て
お
り
、
難
民
申
請
が
拒
否
さ
れ
て
も
異

議
申
し
立
て
や
退
去
強
制
後
に
拷
問
、
異
常
な
刑
罰
、
迫
害
な
ど
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
か
を
審
査
し
、
そ
の
危
険
が
あ
れ
ば
退
去
強
制

を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
退
去
前
危
険
評
価
（pre-rem

oval risk assessm
ent

）
の
申
し
立
て
を
繰
り
返
し
、
国
外
退
去
ま
で
に
は
平
均

四
年
半
か
か
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
待
機
期
間
中
も
、
難
民
申
請
者
は
就
労
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
保
障
給
付
も
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
期
間
中
に
カ
ナ
ダ
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
難
民
申
請
者
の
カ
ナ
ダ
社
会
と
の
実
質
的
な
繫
が
り
が
強
化
さ
れ
、
退
去

強
制
命
令
を
執
行
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
な
し
崩
し
的
に
カ
ナ
ダ
へ
の
定
住
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

こ
の
期
間
中
の
難
民
申
請
者
の
所
在
を
カ
ナ
ダ
政
府
が
正
確
に
把
握
・
追
跡
で
き
て
お
ら
ず
、
国
際
的
な
組
織
犯
罪
グ
ル
ー
プ
や
テ
ロ
リ
ス

ト
に
カ
ナ
ダ
の
難
民
保
護
シ
ス
テ
ム
が
悪
用
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
批
判
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。See, A

dam
 Center, 

“Strengthening N
orth A

m
erican Perim

eter Security: A
n A

nalysis of U
nited States and Canadian Im

m
igration and 

Refugee Law
s and the Collaboration Required to H

arm
onize T

hose Law
s ”, （2012

） 37� U
S-Canada L. J. 493, at 505.

（
15
）	

I​

R​

B
に
「
入
国
拒
否
事
由
」
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
て
も
、「
人
道
的
あ
る
い
は
同
情
的
（hum

anitarian and com
passionate

）」

理
由
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
覆
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
I​

R​
P​
A​
三
四
条
（
安
全
保
障
に
関
わ
る
理
由
）、
三
五
条
（
人
権
な
い
し
国
際
人
権

法
違
反
）、
三
七
条
（
組
織
犯
罪
性
）
に
基
づ
く
場
合
は
、
こ
の
主
張
可
能
性
が
除
外
さ
れ
て
い
る
（IRPA

, s. 25� 

（1�

））。
さ
ら
に
、
退
去

前
危
険
評
価
手
続
き
に
対
し
て
も
制
定
法
上
は
主
張
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（IRPA

, s. 115 

（1�

）─（2�

））
が
、
後
述
す
る
シ
ャ
ル

カ
ウ
ィ
判
決
に
よ
っ
て
、
退
去
前
危
険
評
価
手
続
き
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。Charkaoui, infra note 60� 

at paras. 17�

─18.

（
16
）	

本
件
は
、
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
が
I​

R​

P​

A​

三
七
条
㈠
⒝
に
関
す
る
事
件
を
併
合
審
理
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、M

V
-Sun Sea

号
に
関
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わ
り
の
な
い
、
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
（hernandez

）
の
ケ
ー
ス
も
併
せ
て
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

キ
ュ
ー
バ
出
身
の
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
、
二
〇
〇
一
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
難
民
と
認
定
さ
れ
た
が
、
二
年
後
、
四
八
人
の
キ
ュ
ー
バ
人

を
無
許
可
で
ア
メ
リ
カ
に
密
入
国
さ
せ
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
、
難
民
の
地
位
を
求
め
て
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
た
。

（
17
）	
憲
章
七
条
に
つ
い
て
包
括
的
に
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
富
井
幸
雄
「
カ
ナ
ダ
憲
法
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権

─fundam
ental 

justice
原
理
の
意
味
」
法
学
新
報
一
二
二
巻
七
・
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
18
）	

B
010 v. C

anada （C
itizenship and Im

m
igration

）, 2012 FC 569. 

（
19
）	J .P. v. C

anada （Public Safety and E
m

ergency Preparedness

）, 2012 FC 1466.

（
20
）	

B
306 v. C

anada （Public Safety and E
m

ergency Preparedness

）, 2012 FC 1282.

（
21
）	

B
010 v. C

anada （C
itizenship and Im

m
igration

）, 2013 FCA
 87.

（
22
）	

C
anada （Public Safety and E

m
ergency Preparedness

） v. J.P., 2013 FCA
 262.

（
23
）	

こ
れ
は
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
行
政
行
為
の
適
法
性
の
判
断
に
関
す
る
基
準
で
あ
る
。
行
政
機
関
の
判
断
に
よ
り
敬
譲
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
合

理
性
の
基
準
で
あ
り
、
行
政
機
関
の
解
釈
が
「
明
ら
か
に
不
合
理
」
で
な
い
限
り
退
け
ら
れ
な
い
（
判
断
過
程
審
査
）。
こ
の
対
極
に
あ
る

の
が
、「
正
確
性
の
基
準
」
で
あ
り
、
こ
の
基
準
の
も
と
で
は
裁
判
所
が
行
政
機
関
に
代
わ
っ
て
当
該
行
政
行
為
の
適
法
性
を
判
断
す
る

（
判
断
代
置
型
審
査
）。See, Paul D

aly, “T
he Scope and M

eaning of Reasonableness Review
” （2015

） 52� A
lta. L. Rev. 799.

こ

の
審
査
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
領
域
で
混
乱
が
み
ら
れ
て
お
り
、
移
民
法
領
域
に
お
い
て
も
、
こ
の
判
断
基
準
を
め
ぐ
っ
て
し

ば
し
ば
下
級
審
で
判
断
が
分
か
れ
て
お
り
、
ど
の
事
案
類
型
に
ど
の
基
準
を
用
い
る
か
に
つ
い
て
確
定
す
る
明
確
な
指
標
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。See, T
he H

onourable justice D
avid Stratas, “T

he Canadian Law
 of Judicial Review

: A
 Plea for D

octrinal 
Coherence and Consistency ” （2016

） 42� Q
ueen ’s L. J. 27; Liew

 and Gallow
ay, supra note 6, at 475.

（
24
）	Paul D

aly, “U
nresolved Issues in Standard of Review

: B010 v. Canada

（Citizenship and Im
m
igration

）, 2015 SCC 58� ” 
A
dm

inistrative Law
 M

atters 

（D
ecem

ber 4, 2015

） ［http://w
w
w
.adm

inistrativelaw
m

atters.com
/blog/2015/12/04/

unresolved-issues-in-standard-of-review
-b010-v-canada-citizenship-and-im

m
igration-2015-scc-58/

］. See also, Stratas, Id.

（
25
）	

T
he U

nited N
ations C

onvention against T
ransnational organized C

rim
e, 2225 U

. N
. T

. S. 209 ［Palerm
o

］. 

当
条
約
に
つ
い
て

は
、
伊
藤
研
祐
「
国
際
組
織
犯
罪
と
共
謀
罪
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
二
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
七
三
頁
以
下
等
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
日
本

に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
署
名
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
国
会
に
よ
る
承
認
を
得
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
た
め
の
国
内
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法
が
国
会
で
成
立
し
て
い
な
い
た
め
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
現
在
、
日
本
国
政
府
と
し
て
条
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。「
人
の
密

輸
」
に
関
す
る
議
定
書
と
、
人
身
売
買
に
関
す
る
議
定
書
に
つ
い
て
も
、
パ
レ
ル
モ
条
約
の
締
約
国
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
両
議
定
書
に

参
加
す
る
こ
と
に
関
し
て
二
〇
〇
五
年
に
国
会
か
ら
承
認
を
得
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
議
定
書
を
締
結
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
外

務
省
H​

P
、［http://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/soshiki/boshi.htm

l

］〔
最
終
閲
覧
二
〇
一
七
年
二
月
二
五
日
〕。

（
26
）	

the Protocol against the Sm
uggling of M

igrants by Land, Sea and A
ir, 2241 U

. N
. T

. S. 480 ［Sm
uggling Protocol

］.

（
27
）	

Suppress and Punish T
rafficking in Persons, E

specially W
om

en and C
hildren, 2237 U

. N
. T

. S. 319. 

本
議
定
書
に
つ
い
て
は
、

米
田
真
澄
「「
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
を
補
足
す
る
人
身
売
買
、
特
に
女
性
お
よ
び
子
ど
も
の
人
身
売
買
を

防
止
し
、
抑
止
し
お
よ
び
処
罰
す
る
た
め
の
議
定
書
」
採
択
と
日
本
の
取
組
み

─
人
身
売
買
の
処
罰
と
被
害
者
の
保
護
を
中
心
と
し
て
」

研
究
紀
要
一
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
七
九
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
パ
レ
ル
モ
条
約
に
は
、
他
に
付
随
す
る
議
定
書
と
し
て
「
銃
器
取
引

防
止
議
定
書
」
が
あ
る
。

（
28
）	A

. T
. Gallagher and F. D

avid, T
he International Law

 of M
igrant Sm

uggling （Cam
bridge; Cam

bridge U
niversity Press, 

2014

） at 165.

（
29
）	

た
だ
し
、
上
訴
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
I​

R​

B
の
判
断
を
是
認
し
た
。

（
30
）	

R
. v. A

ppulonappa, 2013 BCSC 31.

（
31
）	

R
. v. A

ppulonappa, 2014 BCCA
 163.

（
32
）	

I​

R​

P​

A
一
一
七
条
㈠
の
規
定
は
、
家
族
に
対
す
る
援
助
や
人
道
的
支
援
も
対
象
と
す
る
の
に
十
分
広
範
な
規
定
で
あ
る
が
、
当
裁
判
所

は
過
度
広
汎
の
原
則
が
、
し
ば
し
ば
「
立
法
目
的
を
追
求
す
る
国
家
が
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
も
の
以
上
の
手
段
を
用
い
る
こ

と
」
を
許
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
裁
判
所
に
対
し
て
制
定
法
の
文
言
を
超
え
て
議
会
の
目
的
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
る
。
ま
た
、
起
訴
の
た
め
に
法
務
長
官
の
同
意
を
必
要
と
す
る
一
一
七
条
㈣
の
規
定
は
、
一
一
七
条
㈠
に
該
当
す
る
全
て
の
行
為
を

起
訴
す
る
意
図
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

（
33
）	

I​

R​

P​

A
の
中
で
一
一
七
条
は
移
民
法
違
反
に
関
す
る
「
取
締
り
（enforcem

ent

）」
と
題
さ
れ
る
第
三
部
に
位
置
付
け
ら
れ
、「
人
の

密
輸
」
を
取
締
る
も
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
B​

0​

1​

0
判
決
で
「
人
の
密
輸
」
に
関
与
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
国
拒
否
事
由
に
該
当

す
る
と
す
る
I​

R​

P​

A
三
七
条
㈠
⒝
の
適
用
対
象
を
、
国
際
的
組
織
犯
罪
の
文
脈
で
金
銭
的
あ
る
い
は
他
の
物
質
的
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
に
限
定
し
た
。「
取
締
り
」
と
「
入
国
拒
否
事
由
」
を
規
定
す
る
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
た
同
一
の
事
項
を
対
象
と
す
る
規
定
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は
調
和
的
に
読
め
る
。

（
34
）	

一
九
〇
二
年
の
移
民
法
で
、
適
切
な
書
類
を
持
た
ず
に
カ
ナ
ダ
に
入
国
す
る
こ
と
が
犯
罪
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
罰
則
は
軽
微
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
八
八
年
に
現
行
の
一
一
七
条
の
下
と
な
る
規
定
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
罰
則
の
内
容
か
ら
明
ら
か
に
組
織
的
な
密

入
国
の
斡
旋
で
あ
り
、
移
民
法
に
設
置
さ
れ
る
こ
の
種
の
規
定
は
、
組
織
的
な
密
入
国
を
対
象
と
し
て
き
た
。

（
35
）	
議
会
審
議
に
お
い
て
は
、
確
か
に
一
一
七
条
は
人
道
的
な
理
由
や
親
密
な
家
族
を
助
け
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
た
者
も
捕
捉
し
て
し
ま
う

が
、
一
一
七
条
㈣
に
よ
っ
て
起
訴
の
た
め
に
は
訟
務
長
官
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
人
々
を
起
訴
し
な
い
た
め
で

あ
る
、
と
の
発
言
が
為
さ
れ
て
い
た
。

（
36
）	

「
こ
の
議
定
書
の
如
何
な
る
規
定
も
、
国
際
人
道
法
並
び
に
国
際
人
権
法
、
特
に
適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
一
九
五
一
年
の
難
民
の
地
位

に
関
す
る
条
約
及
び
一
九
六
七
年
の
難
民
の
地
位
に
関
す
る
議
定
書
並
び
に
こ
れ
に
含
ま
れ
る
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
原
則
を
含
む
国
際
法

の
下
に
お
け
る
国
家
及
び
個
人
の
権
利
、
義
務
及
び
責
任
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」。

（
37
）	H

eyw
ood, infra note 73, at 803.

（
38
）	 “read dow

n ”

と
は
、
裁
判
所
が
、
過
度
広
汎
な
制
定
法
に
対
し
て
、
そ
の
規
定
が
憲
法
の
要
求
に
適
合
す
る
よ
う
に
十
分
に
狭
め
ら
れ

た
解
釈
を
与
え
る
、
と
い
う
タ
イ
プ
の
救
済
で
あ
る
。

	

　

な
お
、
通
常
に
は
そ
の
作
業
内
容
に
着
目
し
「
合
憲
限
定
解
釈
」
と
訳
出
さ
れ
る
が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
該
当
条
文
を
違
憲
と
判
断
し

た
上
で
、
合
憲
的
に
読
み
替
え
て
お
り
、
日
本
で
一
般
に
想
定
さ
れ
て
い
る
「
合
憲
限
定
解
釈
」
と
は
作
業
が
行
わ
れ
る
場
所
（
あ
る
い
は

タ
イ
ミ
ン
グ
）
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
訳
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
一
般
的
な read dow

n 

の
使
わ
れ
方
を
含
め
、
カ
ナ
ダ
の

憲
法
訴
訟
に
お
け
る
救
済
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
を
参
照
の
こ
と
。
白
水
隆
「
憲
法
適
合
的
解
釈
に
つ
い
て
の
比
較
法
的
検
討　

カ
ナ
ダ
」
比
較
法
研
究
七
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
三
三
頁
以
下
、
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
ボ
ー
ド
ワ
ン
（
大
島
梨
沙
訳
）「
権
利
お
よ
び
事
由
に

関
す
る
カ
ナ
ダ
憲
章　

概
要
」
新
世
代
法
政
策
学
研
究
創
刊
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
八
七
頁
以
下
、
佐
々
木
雅
寿
「
カ
ナ
ダ
憲
法
上
の
救
済

方
法
（
一
）
─

（
四
・
完
）」
大
阪
市
立
大
学
法
学
雑
誌
四
四
巻
二
号
二
〇
八
頁
以
下
、
同
四
四
巻
三
号
三
七
一
頁
以
下
、
同
四
四
巻
四
号
五

三
五
頁
以
下
、
同
四
五
巻
三
・
四
号
四
三
一
頁
以
下
（
一
九
九
八
─

一
九
九
九
年
）。

（
39
）	

両
判
決
と
も
パ
レ
ル
モ
条
約
な
ら
び
に
「
人
の
密
輸
」
に
関
す
る
議
定
書
の
規
定
を
素
直
に
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
点
、（
国
際
）
刑
事

法
の
領
域
で
の
議
論
で
は
、
議
定
書
の
定
義
に
も
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。See, A

bdelnaser A
ljehani, 

“T
he Legal D

efinition of the Sm
uggling of M

igrants in Light of the Provisions of the M
igrant Sm

uggling Protocol ” 
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（2015

） 79� the Journal of Crim
inal Law

 122.

（
40
）	H

eyw
ood, infra note 73; R

 v. N
ur, 

［2015

］ 1� SCR 773.

と
り
わ
け
、
二
〇
一
五
年
の
ニ
ュ
ー
ル
判
決
は
、「
合
理
的
仮
説
」
原
理
を

確
立
し
た
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
件
は
、
禁
止
対
象
（prohibited

）
の
銃
器
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
初
犯
で

最
低
三
年
、
再
犯
で
五
年
の
最
低
懲
役
刑
（m

andatory m
inim

um
 sentences

）
を
課
し
て
い
る
刑
法
九
五
条
㈠
が
、
憲
章
一
二
条
の

保
障
す
る
「
残
虐
で
異
常
な
取
り
扱
い
な
い
し
刑
罰
に
服
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
」
に
反
し
て
お
り
、
憲
章
一
条
の
下
で
正
当
化
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

（
41
）	

詳
細
は
、
佐
々
木
雅
寿
『
現
代
に
お
け
る
違
憲
審
査
権
の
性
格
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
五
〇
─
六
六
頁
。

（
42
）	

な
お
、
本
節
に
お
け
る
判
例
の
位
置
付
け
は
、
カ
ナ
ダ
の
移
民
法
と
国
際
法
に
つ
い
て
の
権
威
で
あ
る
ド
ー
ベ
ル
ニ
ュ
（Catherine 

D
auvergne

）
の
所
説
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。See, Catherine D

auvergne, “H
ow

 the Charter has Failed N
on-Citizens 

in Canada: Review
ing T

hirty Y
ears of Suprem

e Court of Canada Jurisprudence ”

（2013

） 58� M
cGill L. J. 663.

（
43
）	

参
照
、
手
塚
崇
聡
「
カ
ナ
ダ
憲
法
解
釈
に
お
け
る
未
締
結
条
約
の
参
照

─1990

年 K
eegstra 

事
件
最
高
裁
判
所
判
決
以
降
の
展
開

㈠
」
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
八
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
六
頁
。

（
44
）	

こ
の
伝
統
に
つ
い
て
は
、
手
塚
崇
聡
「
カ
ナ
ダ
憲
法
上
の
条
約
の
適
用

─
カ
ナ
ダ
人
権
憲
章
と
条
約
適
合
的
解
釈
」
法
学
政
治
学
論
究

七
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
四
九
頁
以
下
等
参
照
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
カ
ナ
ダ
連
邦
最
高
裁
が
国
際
法
規
範
を
参
照
す
る
こ
と
の
「
正
当

性
」
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
手
塚
崇
聡
「
憲
法
解
釈
に
お
け
る
国
際
的
法
規
範
の
「
参
照
」
の
正
当
性

─
カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
に
お

け
る
国
際
的
法
規
範
の
「
参
照
」
と
正
当
化
議
論
」
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
三
七
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
45
）	

Singh v. C
anada, 

［1985

］1� SCR 177 

［Singh
］. 
一
九
七
六
年
移
民
法
に
基
づ
く
口
頭
審
理
（oral hearing

）
を
欠
い
た
難
民
認
定

制
度
に
よ
っ
て
、
難
民
の
地
位
を
拒
否
さ
れ
た
原
告
ら
が
、
当
該
難
民
認
定
拒
否
は
憲
章
七
条
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
司
法
判
断
を
求
め

た
事
件
。
最
高
裁
は
、
憲
章
七
条
の
い
う“

す
べ
て
の
人
（Everyone

）”

と
は
、
難
民
申
請
者
を
含
み
カ
ナ
ダ
に
存
在
す
る
者
お
よ
び
カ

ナ
ダ
法
に
従
っ
て
い
る
者
を
意
味
す
る
た
め
、
難
民
申
請
者
は
権
利
の
享
有
主
体
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
口
頭
審
理
（oral hearing

）
を

規
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
憲
章
七
条
に
反
し
、
口
頭
審
理
の
よ
う
な
綿
密
な
審
査
を
行
う
こ
と
は
難
民
認
定
手
続
き
を
遅
延
さ
せ
、
コ
ス

ト
が
か
か
る
と
い
う
政
府
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
な
お
、
こ
の
シ
ン
判
決
で
は
六
人
の
裁
判
官
の
う
ち
三
人
が
憲
章

上
の
問
題
と
し
て
判
断
し
、
残
り
の
三
人
の
裁
判
官
は
権
利
章
典
（Canadian Bill of Rights, SC 1960, c 44: 

憲
章
の
制
定
前
に
カ
ナ

ダ
に
お
け
る
人
権
規
定
と
し
て
機
能
し
た
も
の
で
、
連
邦
の
法
律
に
対
し
て
の
み
有
効
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
憲
章
が
規
定
し
て
い
な
い
権
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利
つ
い
て
は
権
利
章
典
が
有
効
で
あ
る
）
の
問
題
と
し
て
判
断
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
判
決
の
引
用
や
学
説
に
お
い
て
、
憲
章
か
権
利
章

典
か
で
議
論
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
は
「
忘
れ
去
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
憲
章
上
の
判
例
と
し
て
シ
ン
判
決
を
位

置
付
け
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。D

auvergne, supra note 42, 670

─671. 
（
46
）	Singh, Id. at 192

（
47
）	

Id. at 207

（
48
）	Baker v. Canada （M

inister of Citizenship and Im
m
igration

）, ［1999

］ 2� SCR 817. 

カ
ナ
ダ
で
出
生
し
た
四
人
の
子
の
親
で
あ

り
超
過
滞
在
者
で
あ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
国
籍
を
有
す
る
女
性
へ
の
退
去
強
制
が
争
わ
れ
た
事
例
。
最
高
裁
は
、
退
去
強
制
を
命
じ
た
行
政
機
関

の
決
定
は
子
供
の
利
益
を
考
慮
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
裁
量
行
使
が
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
退
去
強
制
の
決
定

を
取
り
消
し
た
。
こ
の
ベ
イ
カ
ー
判
決
は
カ
ナ
ダ
公
法
学
に
多
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
判
決
で
あ
る
。
そ
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
山
元

一
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
世
界
と
人
権
法
源
論
の
展
開
」
小
谷
順
子
ほ
か
編
『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
司
法
と
憲
法
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
三
年
）
三

四
九
─
三
五
二
頁
。

（
49
）	

C
onvention on the R

ights of the C
hild, G.A

 Res. 44/25 （1989

）.

（
50
）	Baker, supra note 24, at paras. 69�
─70.

（
51
）	D

auvergne, supra note 42, at 685
─687.

（
52
）	

Suresh v. C
anada, 

［2002

］ 1� SCR 3. 
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
難
民
の
地
位
を
得
た
者
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
組
織
で
あ
る
「
タ

ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
ト
ラ
（the Liberation T

igers of T
am

il Eelam

）」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
し
て
、
退
去
強
制
手
続
き
が
開
始

さ
れ
た
事
例
。
注
目
さ
れ
た
争
点
は
拷
問
国
へ
の
退
去
強
制
が
憲
章
七
条
に
反
す
る
か
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
文
の
通
り
だ
が
、

情
報
開
示
や
口
頭
審
理
、
十
分
な
告
知
、
安
全
保
障
認
証
の
発
給
さ
れ
た
理
由
の
提
示
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
は

憲
章
七
条
に
反
す
る
と
し
て
、
手
続
き
の
や
り
直
し
を
命
じ
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
阿
部
浩
己
「
カ
ナ
ダ
に
見
る
拷
問
禁
止
規
範
の
揺
ら

ぎ
」
同
『
国
際
法
の
人
権
化
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
八
七
頁
以
下
、
手
塚
崇
聡
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
テ
ロ
と
行
政
裁
量
統
制

─

Suresh 

事
件
最
高
裁
判
決
の
考
察
」
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
院
生
論
文
集
四
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
三
頁
以
下
等
も
参
照
。

（
53
）	

C
onvention against T

orture and O
ther C

ruel, Inhum
an or D

egrading T
reatm

ent or Punishm
ent, G. A

. Res. 39/46 （1984

）.

（
54
）	Suresh, supra note 52, at paras.60, 75�

─78. 

な
お
原
告
ス
レ
ッ
シ
ュ
は
、
最
終
的
に
退
去
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
55
）	

Lavoie v. C
anada, 

［2002

］ 1� SCR 769. 

連
邦
公
務
員
の
採
用
に
つ
い
て
定
め
る
連
邦
公
務
員
法
（Public Service Em

ploym
ent 
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A
ct, RSC, 1985, c-33

）
一
六
条
㈣
⒞
が
、
カ
ナ
ダ
の
市
民
権
を
有
す
る
者
を
優
先
し
て
雇
用
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
の
は
、
憲
章
一
五
条

の
平
等
権
に
違
反
す
る
か
が
争
わ
れ
た
事
例
。
最
高
裁
は
、「
職
業
と
雇
用
は
カ
ナ
ダ
社
会
の
基
本
的
側
面
で
あ
る
」
と
し
、「
こ
の
領
域
に

お
け
る
差
別
は
、
カ
ナ
ダ
に
生
活
の
基
盤
を
置
く
移
民
を
周
辺
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
カ
ナ
ダ
の
労
働
市
場
に
お
け
る
彼
ら
の
現
存
す
る

不
利
な
立
場
を
悪
化
さ
せ
る
」
と
し
て
、
平
等
権
の
制
約
を
認
め
る
も
の
の
、
国
際
法
や
多
く
の
主
権
国
家
に
お
け
る
市
民
権
の
重
要
性
等

に
依
拠
し
て
、
憲
章
一
条
の
下
で
合
理
的
に
正
当
化
さ
れ
る
と
す
る
。

（
56
）	A

rticle 21� （2�

） of the U
niversal D

eclaration of H
um

an R
ights, G.A

. Res. 217 A
 

（III

）,U. N
. D

oc. A
/810 

（1948

）. 「
す
べ
て
の

者
は
、
平
等
な
条
件
の
下
で
自
国
の
公
務
に
平
等
に
携
わ
る
権
利
を
有
す
る
」。

（
57
）	A

rticle 25� 
（c
） of the International C

ovenant on C
ivil and Political R

ights, 999 U
. N

. T
. S. 171 

（1966

）. 「
す
べ
て
の
市
民
は
、

第
二
条
に
規
定
す
る
い
か
な
る
差
別
も
な
く
、
か
つ
、
不
合
理
な
制
限
な
し
に
、
次
の
こ
と
を
行
う
権
利
及
び
機
会
を
有
す
る
。
…
…

（c

）
一
般
的
な
平
等
条
件
の
下
で
自
国
の
公
務
に
携
わ
る
こ
と
」。

（
58
）	

M
ugesera v. C

anada （M
inister of C

itizenship and Im
m

igration

）, ［2005

］ 2� SCR 100.

（
59
）	

た
だ
し
、
結
果
的
に
非
市
民
に
不
利
な
形
で
国
際
法
規
範
が
参
照
さ
れ
た
も
の
の
、
裁
判
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
全
体
と
し
て
賞
賛
に
値
す

る
と
さ
れ
る
。D

auvergne, supra note 42, at 693.

（
60
）	

C
harkaoui v. C

anada （C
itizenship and Im

m
igration

）, ［2007

］ 1� SCR 350, ［Charkaoui

］. 

な
お
、「
危
険
人
物
保
障
認
証
」
と
は
、

極
め
て
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
市
民
権
移
民
大
臣
と
公
共
安
全
大
臣
に
、
あ
る
非
市
民
が
カ
ナ
ダ
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
脅
威
が
あ
る
と
の

認
定
を
す
る
権
限
を
付
与
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
認
証
の
合
理
性
は
連
邦
裁
判
所
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
合
理
的
と

判
断
さ
れ
る
と
退
去
強
制
命
令
と
な
る
（
そ
れ
ま
で
の
間
は
無
期
限
で
拘
禁
さ
れ
る
）（IRPA

, Part1, D
ivison9

）。
こ
の
制
度
は
、「
安

全
保
障
認
証
」
と
訳
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
制
度
の
内
容
を
重
視
し
、「
危
険
人
物
認
証
」
の
訳
を
充
て
て
い
る
。

	

　

こ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
の
シ
ャ
ル
カ
ウ
ィ
判
決
に
お
い
て
、
包
括
的
に
憲
法
適
合
性
審
査
が
行
わ
れ
、
部
分
的
に
違
憲

と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
連
邦
議
会
で
制
度
の
修
正
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
四
年
の
ハ
ー
カ
ッ
ト
判
決
に
お
い
て
、
修
正
さ
れ
た
危
険

人
物
認
証
の
憲
法
適
合
性
が
審
査
さ
れ
、
合
憲
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
憲
章
七
条
の
手
続
的
権
利
を
中
心
に
多
く

の
憲
法
上
の
問
題
点
を
有
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
こ
の
制
度
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
て
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

See, Charkaoui, infra note 60; C
anada v. H

arkat, ［2014

］2� SCR 33.

（
61
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
手
塚
崇
聡
「
カ
ナ
ダ
憲
法
解
釈
に
お
け
る
未
締
結
条
約
の
参
照

─
一
九
九
〇
年 K

eegstra 

事
件
最
高
裁
判
所
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判
決
以
降
の
展
開
㈡
」
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
九
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
六
─
二
八
頁
を
参
照
。

（
62
）	

こ
の
点
、
両
判
決
は
I​

R​

P​

A
の
規
定
が
パ
レ
ル
モ
条
約
と
そ
の
議
定
書
及
び
難
民
条
約
に
違
反
し
な
い
か
を
検
討
し
、
条
約
に
適
合
す

る
よ
う
限
定
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
類
型
の
事
例
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
「
直
接
適
用
可
能
性
の
問
題
な
の
で

は
な
い
か
」、
と
す
る
宍
戸
常
寿
の
指
摘
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
扱
い
き
れ
る
問
題
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は

こ
れ
以
上
の
言
及
は
し
な
い
。
宍
戸
常
寿
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
宍
戸
常
寿
・
曾
我
部
真
裕
・
山
本
龍
彦
編
著
『
憲
法
学
の
ゆ
く
え
』

（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
三
四
二
頁
。

（
63
）	

手
塚
崇
聡
「
カ
ナ
ダ
憲
法
解
釈
に
お
け
る
未
締
結
条
約
の
参
照

─
一
九
九
〇
年 K

eegstra 

事
件
最
高
裁
判
所
判
決
以
降
の
展
開
㈢
」

社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
二
頁
。

（
64
）	

同
上
四
七
─
四
八
頁

（
65
）	

関
連
し
て
、
山
田
哲
史
「
国
内
法
の
国
際
法
適
合
的
解
釈
と
権
力
分
立

─
米
国
に
お
け
る Charm

ing Betsy Canon

の
紹
介
を
中
心

に
」
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
五
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
三
九
九
頁
以
下
参
照
。

（
66
）	Singh, supra note 45.

（
67
）	Suresh, supra note 52.

（
68
）	

最
高
裁
が
移
民
法
領
域
に
お
い
て
憲
章
七
条
に
関
す
る
実
体
判
断
を
行
っ
て
違
憲
の
結
論
を
導
い
た
の
は
、
ア
プ
ロ
ナ
ッ
パ
判
決
が
初
め

て
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
手
塚
は
シ
ャ
ル
カ
ウ
ィ
判
決
が
拷
問
国
へ
の
強
制
送
還
は
憲
章
七
条
の
適
用
対
象
と
な
る
と
し
た
こ

と
を
も
っ
て
憲
章
七
条
に
よ
る
「
実
体
的
正
義
」
に
よ
る
統
制
が
な
さ
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
評
価
は
立
法
に
対
す
る
実

体
的
統
制
で
は
な
く
、
憲
章
七
条
の
保
障
し
て
い
る
権
利
の
内
容
の
拡
大
を
評
価
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
手
塚
崇
聡
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る

近
年
の
テ
ロ
対
策
と
そ
の
統
制

─
テ
ロ
活
動
と
退
去
強
制
に
対
す
る
統
制
の
相
違
」
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
四
二
号
（
二
〇
一
一

年
）
六
八
頁
。

（
69
）	

な
お
、
憲
章
七
条
の
意
味
そ
の
も
の
も
時
代
と
と
も
に
変
転
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
富
井
に
よ
る
包

括
的
な
研
究
を
参
照
の
こ
と
。
富
井
・
前
掲
注
（
17
）。

（
70
）	

C
anada 

（A
ttorney G

eneral

） v. B
edford, 

［2013

］ 3� SCR 1101. 
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
判
決
に
つ
い
て
は
、
松
井
茂
記
「
売
春
行
為
と
憲

法
」
長
谷
部
恭
男
ほ
か
編
『
自
由
の
法
理　

阪
本
昌
成
先
生
古
希
記
念
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
九
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
71
）	

C
arter v. C

anada （A
ttorney G

eneral

）, ［2015

］ 1� SCR 331. 

本
判
決
の
そ
の
後
の
連
邦
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
松
井
茂
記
「
カ
ナ
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ダ
の
尊
厳
死
・
安
楽
死
法
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
八
八
巻
九
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
二
頁
以
下
を
参
照
。
こ
の
点
に
も
関
連
し
、
憲
章
七
条

は
憲
章
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
、
新
し
い
権
利
を
読
み
込
む
た
め
の
条
文
と
も
な
り
得
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
検
討
し
な
い
。

（
72
）	

曖
昧
性
基
準
の
も
と
で
は
、
制
定
法
の
規
定
が
法
的
議
論
を
形
成
で
き
な
い
ほ
ど
に
曖
昧
で
あ
り
、
法
の
適
用
対
象
と
な
る
「
危
険
な
領

域
」
を
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に
、
当
該
制
定
法
は
曖
昧
ゆ
え
に
憲
章
七
条
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
非

常
に
弱
い
基
準
で
あ
る
た
め
、
当
基
準
に
基
づ
い
て
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。See, H

am
ish Stew

art, Fundam
ental 

justice （T
oront: Irw

in Law
, 2012

） at 127

─133; R
. v. N

ova Scotia Pharm
aceutical Society, ［1992

］ 2� S. C. R. 606.

（
73
）	

過
度
広
汎
性
に
つ
い
て
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
基
準
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
で
あ
る
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
判
決
（R v. H

eyw
ood

）

で
は
、「〔
性
的
暴
行
お
よ
び
他
の
性
的
犯
罪
〕
で
有
罪
と
な
っ
た
者
が
、
あ
ら
ゆ
る
時
間
に
、
校
庭
、
運
動
場
、
公
園
あ
る
い
は
海
水
浴
場

の
付
近
な
い
し
そ
の
中
で
う
ろ
つ
く
こ
と
」
を
「
浮
浪
罪
（vagrancy

）」
と
す
る
刑
法
一
七
九
条
㈠
⒝
の
規
定
が
問
題
と
な
り
、
同
条
の

立
法
目
的
は
、
子
ど
も
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
同
条
は
次
の
三
つ
の
点
で
過
度
広
汎
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
必

ず
し
も
子
ど
も
と
関
係
し
な
い
す
べ
て
の
公
園
を
対
象
に
し
て
い
る
点
で
場
所
的
に
過
度
広
汎
で
あ
り
、
第
二
に
、
子
ど
も
に
と
っ
て
危
険

で
は
な
い
す
べ
て
の
時
間
を
対
象
と
し
て
い
る
点
で
時
間
的
に
過
度
広
汎
で
あ
り
、
第
三
に
、
子
ど
も
に
危
害
が
及
ば
な
い
性
犯
罪
者
も
対

象
と
し
て
い
る
点
で
対
象
者
の
選
定
に
お
い
て
過
度
広
汎
で
あ
る
。R

 v. H
eyw

ood, ［1994

］ 3� SCR 761 ［H
eyw

ood

］.

（
74
）	

恣
意
性
の
審
査
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、「
完
全
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
、
当
該
立
法
に
よ
る
規

制
が
立
法
の
目
的
と
関
係
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
恣
意
的
な
法
律
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。Stew

art, supra 
note 72, at 136.

（
75
）	

著
し
く
反
比
例
的
で
あ
る
こ
と
に
関
す
る
基
準
で
は
、
正
当
な
政
府
利
益
の
追
求
の
た
め
と
は
い
え
、
そ
の
手
段
が
著
し
く
比
例
性
を
欠

か
な
い
か
、
が
問
題
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
は
正
当
な
政
府
利
益
で
あ
る
が
、
そ
の
単
純
所
持
ま
で

を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
が
問
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
基
準
は
著
し
い

0

0

0

反
比
例
性
を
問
題
と
す
る
た
め
、
立
法
府
に
対
し
て
「
広

い
裁
量
」
を
許
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
基
準
を
用
い
て
立
法
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
さ
れ
る
。See, R

 v. M
alm

o-Levine, 

［2003

］ 3� SCR 571; Stew
art, supra note 72, at 149.

（
76
）	Liew

 and Gallow
ay, supra note 6, 660.

（
77
）	

チ
ア
レ
リ
判
決
は
、「
移
民
法
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
原
理
は
、
非
市
民
は
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
、
滞
在
す
る
無
制
限
（unqualified

）

の
権
利
を
有
す
る
者
で
は
な
い
」
と
し
て
、
移
民
法
の
文
脈
で
憲
章
七
条
の
基
本
的
正
義
の
原
理
の
構
成
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
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「
退
去
強
制
は
刑
罰
と
し
て
課
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。
以
後
、
こ
の
判
示
が
維
持
さ
れ
る
。C

anada v. C
hiarelli, 

［1992

］ 
1� SCR 711 ［Chiarelli

］, at 733

─735. See also, M
edovarsky, infra note 78, at para.46; D

auvergne, supra note 42, at 681

─683.
（
78
）	

M
edovarski v. C

anada 

（M
inister of C

itizenship and Im
m

igration

）; E
steban v. C

anada 

（M
inister of C

itizenship and 

Im
m

igration

）, ［2005

］ 2� SCR 539 ［M
edovarsky

］.

（
79
）	Charkaoui, supra note 60, at para. 17.

（
80
）	Juliet Stum

pf, “T
he Crim

m
igration Crisis: Im

m
igrants, Crim

e, and Sovereign Pow
er ” （2006

） 56� A
M

. U
. L. REV

. 367. 
See also, T

eresa M
iller, “Citizenship &

 Severity: Recent Im
m
igration Reform

s and the N
ew

 Penology ” 

（2003

） 17� G
EO . 

IM
M

IGR . L. J. 611.

（
81
）	Stum

pf, Id. at 376.

（
82
）	D

aniel K
anstroom

, “D
eportation, Social Control, and Punishm

ent: Som
e T

houghts A
bout W

hy H
ard Law

s M
ake Bad 

Cases ” （2000

） 113 H
A
RV . L. R

EV . 1889, 1893

─94.

（
83
）	Stanpf, supra note 80, at 396
─409. 

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
浦
山
聖
子
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
平
等
主
義
と
移
民
・
外
国
人
の
受
け
入
れ

㈣
」
国
家
学
会
雑
誌
一
二
五
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
一
─
二
三
頁
、
飯
笹
佐
代
子
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
多
文
化
国
家
』（
日

本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
第
一
章
等
も
参
照
の
こ
と
。

（
84
）	Sharryn J. A

iken, Catherine D
auvergne, D

onald Gallow
ay, Colin Grey, and A

udrey M
acklin, Im

m
igration and R

efugee 

Law, 2d ed 

（T
oronto: em

ond, 2015

） at 107
─114; Sharyn A

iken, D
avid Lyon &

 M
alcolm

 T
horburn, “Introduction ” 

（2014

） 40� Q
ueen ’s L. J.ⅰ

; K
ent Roach, “Sources and trends in post-9/11 anti-terrorism

 law
s ”, in Goold and Lazarus 

eds, Security and H
um

an R
ights （O

xford: H
art Press, 2007

）. 

（
85
）	Conor Gearty, Liberty and Security 

（Cam
bridge, U

K
: Polity Press, 2013

） at 45, 115. 

こ
こ
で
の
主
張
は
、
例
え
ば
、
憲
法
上

の
保
障
に
加
え
、
刑
事
シ
ス
テ
ム
上
保
障
さ
れ
て
い
る
公
開
裁
判
、
無
罪
推
定
、
様
々
な
証
拠
規
則
（
移
民
法
の
退
去
強
制
の
ケ
ー
ス
で
は

往
々
に
し
て
秘
密
証
拠
が
用
い
ら
れ
る
）
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ロ
ー
チ
（K

ent Roach

）
は
、
移
民
法
よ
り
も
刑
事
法
を
使
う
べ
き

だ
と
の
主
張
に
は
同
意
す
る
が
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
対
テ
ロ
の
文
脈
に
お
け
る
刑
事
法
規
制
に
は
十
分
な
保
障
が
与
え
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
刑
事
法
と
同
様
の
保
護
を
及
ぼ
せ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
と
指
摘
す
る
。K

ent Roach, “Be Careful W
hat Y

ou 
W

ish For ?: T
errorism

 Prosecutions in Post-9/11 Canada ” （2014

） 40� Q
ueen ’s L. J. 99.
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（
86
）	Stew

art, supra note 72, at 127.

（
87
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
84
）
を
参
照
。

（
88
）	Chiarelli, supra note 77.

（
89
）	

Febles v. C
anada （C

itizenship and Im
m

igration

）, ［2014

］ 3� SCR 431, at para. 67.

（
90
）	
関
連
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
内
法
の
国
際
法
適
合
的
解
釈
に
お
け
る
執
行
府
の
解
釈
と
司
法
審
査
の
関
係
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
、

山
田
・
前
掲
注
（
65
）
四
七
八
頁
以
下
。
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
を
素
材
に
、
憲
法
解
釈
を
中
心
と
す
る
研
究
で
は
あ
る
が
、
執
行
府
お
よ
び
行

政
機
関
の
（
憲
）
法
解
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
大
林
啓
吾
『
憲
法
と
リ
ス
ク
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
七
二
頁
以
下
。

（
91
）	

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
法
と
憲
法
の
関
係
に
お
い
て
三
権
の
権
限
配
分
の
理
解
を
重
要
な
憲
法
問
題
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
大

沢
秀
介
「
移
民
と
憲
法
問
題

─
司
法
は
移
民
規
制
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
判
断
で
き
る
か
？
」
大
沢
秀
介
・
大
林
啓
吾
編
『
ア
メ
リ
カ
の
憲

法
問
題
と
司
法
審
査
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
一
頁
以
下
等
参
照
。
ま
た
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
検
討
す
る
際
に
、
近
時
の
ア
メ
リ
カ

憲
法
理
論
に
お
い
て
執
行
府
の
単
独
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
「
権
力
分
立
が
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、「
憲
法
論
の
時
局
対
応
性
と
政
治
性
」
を
認
識
す
る
必
要
性
を
示
し
つ
つ
、「
政
治
的
選
好
か
ら
の
理
論
構
築
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
一
般
的
な
憲
法
「
理
論
」
と
い
う
か
た
ち
で
提
示
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
は
少
な
く
な
い
と
す
る

横
大
道
聡
の
指
摘
は
、
カ
ナ
ダ
憲
法
（
理
論
）

─
と
り
わ
け
、
時
局
対
応
性
と
政
治
性
が
顕
著
な
移
民
法
の
領
域
に
お
い
て

─
の
研
究

を
す
る
際
に
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
横
大
道
聡
「「
抑
制
と
均
衡
」
と
し
て
の
大
統
領
の
単
独
行
動
主
義
？

─
「
連
邦
議
会
の
機
能
不
全
」

時
代
の
ア
メ
リ
カ
権
力
分
立
論
」
長
谷
部
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
70
）
二
八
四
頁
、
二
九
〇
─
二
九
一
頁
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
移
民
法

領
域
の
政
治
性
に
つ
い
て
は
、
山
本
・
前
掲
注
（
7
）
を
参
照
の
こ
と
。

�

山
本　

健
人�

（
や
ま
も
と　

け
ん
と
）

　

所　
　

属　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
二
年

　
　
　
　
　
　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
D​
C​
1
）

　

専
攻
領
域　

憲
法
・
移
民
法


